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発刊 に当たって

平成 24年度の研究紀要の発刊に当た り,ま ず もって本年度ご支援,ご指導頂きました

関係機関に厚 く感謝 とお礼を申し上げ ます。

当研究所では,本 年度よ り新たな 3カ 年研究に取 り組みました。

全国学力・学習状況調査の実施を受けて,か ねてよ り北海道全体や留萌管内において屎

題 となっている B問 題 (活 用力を同う問題)を 分析 し,「活用力を伸ばすために,ど のよ

うな授業をすれば児童生徒に力が付 くのか」 といった大変 シンプルな発想か ら研究を始め

ました。算数・ 数学の分析に始 まり。国語,理科 と分析 を重ねるごとに,「活用力」を伸

ばす ことの困難性や,「活用力」が身に付 く授業の姿を描 くことの難 しさに,所員一同 ,

試行錯誤の連続で した。提案 した 2つ の授業につきましても,「ただ単に, B問題の点数

を上げることを目的 とした授業づ くりでいいのか。」 「習得 と活用を切 り離 して考えるこ

とが出来るのか。Jな ど,新たな疑岡や壁に当た り,満足な授業をお見せすることができ

なかったのではないか と反省 してお ります。

しか しなが ら,「活用力Jに 真っ正面か ら切 り込んで,管内の児童生徒の 「活用力」の

向上を目指 した研究の方向は,間 違っていなかった と自負 してお ります。残された 2年 間

の取組で,ど れだけの成果が上がるかは未知数ですが.奇 しくも研究最終年度の平成 26
年度は留萌管内学方向上プランで目指 した全国平均が達成 されたか どうかを検たする年に

な ります。 当研究所の研究が 日標達成の一助になることを願 つて,研究を進めて参る所存

です。

本年度新たに研究協力校 に古丹別小学校,増毛中学校を,研究協力員 として 4名 の実践

家の先生方をご指名させていただきました。諸業務多忙の折 りに,大 変なご苦労をおかけ

することに心苦 しい限 りではあ りますが,何卒,ご協力をお願い致 します。

また,留 萌教育局義務教育指導班の皆様には,本 年度 も当研究所の研究へのア ドバイス

や提案授業への多加な ど,大 きなご支援.ご指導 を賜 りました。衷心よ り厚 くお礼申し上

げ ます。

管内 8市町村の研究所 として,現場に還元できる研究の中身や研修機会の充実,タ イム

リーな情報の発信等に努めて参 りました。 これ も偏に,快 く研究員を送 り出 して頂いてい

る所属校の校長先生始め職員の皆様のご理解 とご協力のお陰 と重ねてお礼申し上げ ます。

終わ りにな りましたが本研究所の運営に当た りまして,ご支援を目 りました管理委員会 ,

運営委員会の皆様,留 萌教育局,留 萌管内各市町村教育委員会,留萌管内校長会並びに教

頭会の皆様及び関係機関に心より感謝 とお礼を申しあげ ます。

平成 25年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 中 村 延 広
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今日的な学校

義育の諄日か

ら

これまでの研

究及び管内の

実饉から

遭薔連研究主

■とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・情報 。技術が政治 。経済 。文化をはじめ社会のあらゆる

領域での活動の基盤として飛目的に重要性を増す「知識基盤社会」の時代といわれ

ている。このような社会において,確かな学力,豊かな心,健やかな体の調和を重

視する「生きる力」を青むことが益々重要になって<る。

また,児童生徒の国際的な学力調査においても思者力,判断力,表現力等を間う

読解力や83述式の問題,知識・技能を活用する問題に課題があるとされている。こ

のようなことから,今,子どもたちに思者力・ 判断力・表現力を身に付け,学んだ

ことを日常的な場面で活用できる力を青むための教育が求められている。

本研究所では,これまで5次に及ぶ共同研究を行い,前回は確かな学力について

研究を行い。成果を収めてきた。研究を進めるにあたり,留萌管内の実態に合わせ

た。教育現場で活用できる研究を心がけてきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたっては,平成19年度から実施されてい

る全国学力 。学習状況調査の結果を踏まえ,いわゆる主として『活用』に関係する

問題に課題があり。この研究テーマは教青現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また。「活用」に焦点をあてた研究を進めることは学校のテーマとしてなかなか

なします。研究所だからこそ積極的に取り組むことができるテーマではないかと考

えた。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,第 14次共同研究において実践的な指導

力の向上を図るこれからの教員研修の在り方を目指し「実践的な指導力の向上を図

る教員研修の改善」を研究主題に掲げ,3カ年継続研究を進めてきた。今年度で

3カ年が終了し新たな研究テーマを立ち上げる予定であったが,新たな研究テーマ

を全国の研究所連盟との足並みをそろえることを者え, 1年間研究を伸ばし取り組

むことが決定した。

教員の実践的な指尋力の向上を図る研修を行うことで,学校教育の現状の課題で

ある「子どもが意欲的に知識・技能を習得し,活用する力を身に付け,また学習習

慣,生活習慣害を改善していこう」とするねらいが見られる。「知識・技能を習得

し活用する力や学習意欲を高める」については,本研究の根幹にあたる事項である

ことから,本研究を推進することにより,道研連研究主題解明の一日を担うことが

できると考える。
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活用力を向上

させる

全国学力・ 学

冒投瀾口査に

おける北海道

の現彗

研究所のEH

学冒僣導の

実鵬的研究

※平成22年度は抽出校による結果

活用を苦手とする北海道における実態は,日萌管内でも同様の現状である。

そこで,研究所として活用する力を伸ばすためには,どのような指導を心がけ

ていけばよいのかを今年度からの3か年の健続研究のテーマとしていくことにし

た。また。全国学力・学習状況調査に合わせ,国語,算数・ 数学,理科を研究の

教科の対敏とし,それぞれの教科でどのように進めていけばよいかの理論研究を

進めた。

学習指導の改善,開発が■要であるという点から,本研究では実践授業を重視

する。

理論研究にととまらす,授業を通しての実餞研究は,理論の検証や指導法の改

善を効果的に進めることができると考えた。また。授業研究を重ねることにより,

教師の技■はもとより,子どものよりよい成長を図り。さらにこれから必要とな

る学習指導の様子を各学校に発信できる。

授業実践を重ねながら,研究を深めていきたい。

平成19年度全国学力・ 学習状況調査飢 小学校第6学年及び中学校第3学年

を原則として全児童生徒を対象に,4月 24日に実施された。

調査の内容は,教科に関する調査 (国語と算数・ 数学,平成24年度は理科が

追力0)と生活環境や学習暉境等に関する質問紙調査 (児童生徒対魚と学校対急)

がある。教科に関する調査については,主として「知識」に関する問題と,主と

して「活用」に関する問題の2種類からなつている。主として「知識」に関する

問題は,①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影口を及ぼす内容や。

②実生活において不可欠であり常に活用できるようになつていることが望ましい

知議・技能などを調査するものである。主として「活用」に関する問題は,C知

識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や,②ほ々な課題解決のための構

想を立て実践し評価。改善する力などに関わる内容を調査するものである。

以来平成24年度の実施まで過去6度に渡つて実施されてきた。平成22年度

までの結果については,同知の通り北海道の正答率は全国平均より低く,特に活

用力を問うB問題の正答率は,50%近 くを推移するレベルである。

国語B 正答率 (%)

年 度 H19 H20 H21 H22

北 海 道 58.0 46.4 45。 9 71. 2

全 国 62.0 50。 5 50.5 777-780

算数B 正答率 (%)

年 度 H19 H20 H21 H22

北 海 道 58。 6 47.7 51. 5 43.8

全 国 63.6 51. 6 54.8 491-49.5
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前.やつたのに似ているな。

同じように考えて解けないかな?(類推的)

洗濯機に水をためていくと

2分のときは,6Lになる。3分のときは,9L
になる。4分の時は,……

そうしたら式は,どうなるかな?(帰納的)

私はこう思います。なぜならO行日に～と薔かれて

いることやO行日に～と●かれているからです。

0年と0年のグラフを比べると～が大きく変わ

つています。だから～になってきたと思います。
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(1)研究期間

平成24年度から平成26年度までの3か年継続研究

(2)研究領域

(3)研究の方法

国語科,算数・ 数学科,理科

① 研究員会議や研究協力校。研究協力員との合同研究会議,道研連との共同研究などを通

して,研究内容の検討や交流を行う。

② 研究協力校及び研究協力員による授業実践を通して,研究内容についての検証を進める。

③ 研究のまとめとして,各年度末には研究紀要を発刊する。

む
ρ
リ

いくゝp
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(4)年 次計画

【視点 1】

「指導計画の工夫J

【視点 2】 【視点 3】

「表現する場の工夫J

平成24年度 (1年次)

【算数・数学〕

●情報の分析・解釈や選択をさせた

り 他教科とのつながりを感じさ

せたりする問題のI夫

●目標達成に向けた指導計画の工夫

と振り返り問題の位置1寸 け

【理科】

●事象との出会いを工夫し,基礎的
。基本的な知識及び技能を活用し

て課題を解決する活動の工夫

●観察・実験を中核とした問題解決

学習の工夫

●実験結果・者察を基に結論を導き

出し一般1じ する活動の工夫

【国語】

検討中

【翼数 数学】

●七えたことを図や表,グラフ.式
等を用い,文ことして表現する活

動の工夫

●自分のもえやその理由を説明した

り他のもえを聞いたり,説明した

りする活動の工夫

【理科】

●自然事象から考え,問題を見いだ

し既習の知識や生活経験と関係付

けて考え.予想や仮説を説明する

活動の工夫

●観察 。実験をBI面実行し 結果を

基に既習知識と関係付けて,者察

したことを説明する活動の工夫

●菫理した結綺を,説明する活動の

工夫

【国語】

検討中

【算数 数学】

●Pc5題 場面をIB握 し,解決に向か

う見通しをもたせる場の工夫

●筋道を立ててもえることにより

思者を深めるi3動の工夫

●振り返って蓄え.一般化したり,

発展的に考えさせたりする活動

の工夫

【理科】

●既習の知識や生活経験と関係何

けてもえ.予想や仮説を立てさ

せる場のI夫

●結果を塁に既習知識と関係付1ブ

て,彗察させる場の工夫

●結論を整理する場の工夫

平成25年度 (2年次)

仮説・視点の見直
改善された 説・視点を基 こ研究実践

仮説・視点の見

改善された 説・視点を基に研究実践



(5) 今年度の計画

4月 。年間81画立案

。研究協力校,研究協力員の確認と決定

・道研連定期総会

【4月 20日 (金 )】

5月 ・ 合同研究会議に向けた準備

6月 ・ 第 1回含同研究会議

(今年度の研究の推進)

。今年度の研究に関する理論研究

7月 。,年度の研究に関する理論研究 。北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 30日 (月)～ 31日 (火 )】

8月 。今年度の研究に関する理綺研究

9月 。今年度の研究に関する理補研究 。第67回北海道教育研究所連盟研究発

表大会 (胆振大会)

【9月 6日 (木)～7日 (金 )】

10月 。今年度の研究に関する理論研究

・ 圏萌教育局との第 1回合同研修会

11月 。第 1回提案授業 緑丘小学校

・提案授業の成果と課題の検討

12月 。今年度の研究に関する理論研究

1月 。研究紀要編集作業

・ 圏萌管内小中学校学習指む講座

2月 。第 2回提案授業 圏萌中学校

・ 今年度の研究の成果と課題について

。研究紀要原稿の編集と校正

0日萌教育局との第2回合同研修会

3月 ・ 研究紀要第 18号発刊
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畢

目指す子ども像

○論理的に思者できる子ども

○思者 したことを効果的に表現できる子ども

畢

単元終末段階の活用問題へ至 るまでの指導計画 を工夫 し,思
者・ 判断・ 表現する場 を学習過程の中に位置付けて指導 して

い くことで,子 どもたちの活用力を向上させることができる。

事象との出会いを工夫 し,基礎的 。基本的な知識及び技能を活

用 して課題を解決させる。また,思者・ 判断・ 表現する場を学

習過程の中に位置付けて指導 してい <こ とで,子 どもたちの活

用力を向上させることができる。

検討中

観 点 1 指 導 計 画 の 工 夫
尋

1観点2〉

考える場の工夫
峯

こ

1観点3〉

表現する場の工夫
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l B間目の無答率と正答率から見える傾向

平成 19年度から行われた全国学力 。学習状況調査のいわゆる思考力・判断力・表現力を同う問題

とされているB問題を分析していった結果,無解答率や正答率から北海道の小中学生が苦手としてい

る問題の傾向が明らかとなった。

このことから「Iしい根拠を基に正機に判断したり,相手が納得するように説明を考えたりする力J(① )

を問う記述式の問題を特に苦手としていることが分かつた。

また。設問内容で見てみると,

小学校では,

「棒グラフや折れ線グラフ・ 円グラフ,帯グラフといつた資料を読み解く問題」 (② )

「割合や式と計算で文章内容を正確に読み取り解答していく問題」 (③ )

「日常生活の場面から図形を見つけて考えていく問題」 (④ )

を特に苦手としていることが分かつた。

中学校では,

「問題の条件を変えても,それが成り立つ理由を説明する問題」 (⑤ )

「図.表.グラフといった資料を読み取り,1次関数の関係性に気付き,解いていく問題」 (⑥ )

を特に苦手としていることが分かつた。
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平成 19年 度 ～ 22年 度 まで の 小学 校 B 問題  全 53間 中

全 体 記述式問題 全体か ら見た記述 式の割 合

無 答 率が 10%以 上 18問 11問 約 61%
正 当率 が 30%未 満 13問 ll問 約 84%

19 ～ 22 まで の 中学 校 B問 題  全 61間 中

全 体 記述式問題 全体 か ら見た記述 式の割 合

無 答 率 が 10%以 上 27問 19問 約 70%
正 当率が 30%未 満 8問 7問 約 88%

平成21年度小学校 B問題

正答率497%,無解答率24.2%

販 の面積が 5× 7=35である。カードの面積は, 2昴なので,余
りなくわることができないので, しきつめられない』というのが正答
である。正答率が半分近くなのに対し,無解答率も高いので,さほど

難しい問日とは言えないが,説明することを苦手としている子が多い

と分かる例と言える。
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平成22年度小学校 B間■

正答率2996,無解答率は 1%

平面上にかかれた設計目を立体に組み上

げたときに長さがどこにあたるかという

問■である。立体と平面をつなげる日形

の感覚が弱いことが,正答率の低さから

晨み取れる。
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ひらしさんは よ0

平成
"年

度小学校 B問題

(3pO正答率133%,無解答率26%
単なるパーセンテージだけで生産額の多少が

決まるのではなく,総生産額のパーセンテー

ジから米の生産額を求めて正しいかどうかを

判断する問題である。単なる数値比較で考え

てしまうことが多いため無回答率としてはそ

れほど高くないが,正答率は低い。薔となる

量が違うものの割合の量を比べる場合は,一
つ一つ計算して考えなければいけないという

ことを意繊付けて指導する必要がある。

■0"●|` 60“ |｀ ら40“ :|■ っていう0ヽ ら.

■●ユニ●lt,■ってい澁す。
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ひろしさんは,Tのよう●彙●r■ られているシャツ.ズボン. くつ●
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おTの日● ネ●●し●●てから0●口とホ■●口●を 2,こ とに

:0分●|で●0入 ILた ものです。

次の(1)か ら(3)ま での0日いに●え●さい。

(1)ネ●
`じ

綸0て●・ら10●●●ホユは
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です0.
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「
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この よロロとみ8こ とIIで き

`Jの
は タラフのとのよう0
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●3● んと

"●
ん
―
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“
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●

“
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"口
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力晨の
`こ
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"●

えられ,す●・.その方法 t●口 し,
さい。

ただし. ′,フ ロ●
=つ

rた したり. :1● りの拿 リカ●●・えて
'●

亡し

たりして ′,フ そのIttこ と13で 0●いこととし,サ .

平成22年度小学校 B問題

正答率127%、 無解答率6.3%

一番高いものに割引券を使えば一番安くなる

ということは,理解できるだろう。しかし,

それをどのように言葉や式を使って書いたら

よいのかが分からなかったのではないかと考

える。割合の考えを用いて数量の大きさを大

まかにとらえたり,数の大小を判断したりす

る経験をさせていくことが必要になると考える。

平成 19年度中学校 B問題

(2)正答率30%,無解答率3〔И %
(3)正答率解晰 %,無解答率43.5%

理科との機のつながりを意識した問題で

ある。点の並びから原点を通らない直線

と見てよいと考え,一次関数であると判

断する。新学目指導要領から, 1年生に

時差を求めさせる問題が盛り込まれた。

これは社会科との横のつながりを意識し

たものであるため,他教科を意識した教

材研究を日常的に行っていく必要がある

と考える。
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平成20年度中学校 B問題

(2)正答率321%,無解答率工 秘

(3)正答率41.%,無解答率447%
途中までの式は出ているものの,最終的にどういう形で書け

ばよいのか分からないため無解答率が高くなっていると考え

る。また,(3】ま,説明問題にも日わらず正答率は高いが,無
解答率も半数程度と高い。問題自体は,シンブルであるため

説明すること,また,他の子どもたちの説明の意味を考える

0の指導をしていくと解けるようになると考える。
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(1)上の  O  に当てlaさ 0■を●|● さい。

2 分析から見えた課題と研究のねらい

これらのことから,問題内容を理解するために必要な 「読解力や数学的な見方」,見通しをもって

自力解決していくための「数学的な考え方」,自分の考えを筋道立てて説明していく「表現力」に課

題があると考えた。そこで,学んだことを活用して課題解決をするために必要な思考力・判断力 。表

現力を「活用力」ととらえ, これらを育成していくことを研究のねらいとした。

具体的には, 1時間の授業の流れで考えると。最初に学習問題を工夫していくことで,問題を読み

解く力を育てたり, 日常的な事象を数学的に見る力を育てたりしていく。そのため解決の方法や結果

についての見通しは主に類推的な考え方と帰納的な考え方を用いて考えさせることとする。次に,そ
の見通しが正しいかどうか確かめたり,正 しいことを示したりしていく。この活動を工夫していくこ

とにより思考力・判断力を育てていく。そして, 自分の考えた過程を多様な表現方法 (言語。式,図 ,

絵,表等)を用いて表現 し相手に説明したり,友だちの考えを聞いたりして表現力を育てる。最後の

振り返りの場面では,演繹的な考え方を用いて,学んだことがいつでも成り立つことを説明していく

ことで。さらなる思考力の向上を図っていく。これらの活動を行つていくことで,思考力・判断力・

表現力が向上し,活用力を身に付けた子どもを育成することができるものと考えた。

33・・ 1l X 3
80‐ 1l X o
12,… 1l X ll
いつでも ,1● ●● :=

ク30● ●ヽ■l.
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(1)思考力のお さえ (数学における論理的思考力 )

論理的思考力は,一般的には「ものごとを筋道立てて考える力」であると言われている。「論理的な

考えとして,類推的な考え,帰納的な考え,演繹的な考えがあるということはすでに周知の通りであ

る。」 (学習指導要領小学校算数科のキーワード 小西繁著)と述べられているように数学における論
理的な思考力は,下記に示す三つの数学的な考え方を主に用いて筋道立てて考える力であると言える。

類推 的 な 考 え方
既 知 の学 習 内容 か ら,類 似 点 に着 日 し新 しい ことを見
いだす考 え方

帰納的な考 え方
幾つかの集め られた事例か ら,一 般的な事柄 (き まり)

を見 いだす考え方

演 繹 的 な 考 え方
いつで も成 り立 つ こ とを,正 しい ことを根拠 に説 明す

る考 え方

また,片桐重男氏は,数学的な考え方について,「問題解決のために必要な知識や技能を駆り出す原
動力になるものであり自主的に考えるため最も中心となる力である。」と述べている。また,数学的な

考え方を「態度に近いもの」とし,表 1のように3つに分類している。 (数学的な考え方の具体化と指

導―算数・数学科の真の学方向上を目指して 片桐重男著)

以上のことを踏まえ,本研究では,議理的な思考を数学的な考え方の一部ととらえ,今回この論理的

思考力を伸ばしていくことを思考力の向上とおさえる。

表 1 数 学 的 な 考 え 方 の 分 類

I 数学的な●魔

1 自ら進んで自己の問題や 日標 。内容を明確 に把握 しよ うとする。
2 筋道の立った行動をしようとする。

3 内容 を簡潔明薇 にしよ うとする。

4 よ りよいものを求めようとする。

Ⅱ 数学の方法に関係 した数学的な考え方
1 帰納的な考え方   2 類推的な考え方  3 演繹的な考え方
4 総合的な考え方  5 発展的な考え方   6 抽象的な考え方
7 単純化の考え方  8 -般 的な考え方   9 特殊化の考え方

10 記号化の考え方

Ⅲ 数学の内容に関係 した考え方
1 単位の考え    2 表現の考え    3 操作の考え
4 アルゴ リズムの考え 5 概括的な考え   6 基本的性質の考え
7 関数的な考え   8 式についての考え

数学的な考え方

帰納的な考え方

[ 総合的な考え方  |  一般的な考え方

[ 発展的な考え方 1  特殊化の考え方

抽象的な考え方  1 記号化の考え方 _J



猥機的な考 え方の例

類推的な考え方は,既習の学習内容を想起して新たな問題を解いていくことである。

① lmが 200円のテープがあるとすると, 2mの値段を求めるには, 200× 2と求めること

ができるということを既習とする。このことから類推して 15mのテープでは, 200× 1.5

と式を立ててよいとする考え方。

②長さの学習で何かのいくつ分でその長さを比べることができたということを既習とする。この

ことから類推して重さの学習のときに,何かのいくつ分で重さを比べることができるとする考

え方。

"鶴
的な考え方の例

帰納的な考え方は,日々の特殊な事例に基づいて,一般的な結論を導く推治である。

①いくつかの三角形の内角を測つて,その和が全て 180° になっていることからどんな三角形

でも内角の和が 180° だろうとする考え方。

②二人三脚の人数と足の数 (結んでいる足は 1と数える)を考える。 100人では何本の足にな

るでしょうかという問題のときに, 2人だと3本, 3人だと4本と実際に数えられる人数での

足の数を数えてみると人数+1が足の数になっているというきまりに気付き, 100人では足

は100+1で 101本になるという考え方。

漬椰的な考 え方の■

いつでも言えるということを主張するために,すでに分かつていることを基にして,正 しいこと

を説明しようとする考え方。

① 1000円 で 120円のA商品と80円のB商品の2種類のものを買えるだけ買ったときの数

と値段の変化を調べるとする。するとA商品が 2つ増えるごとにB商品が 3つ減ることになる。

値段は, 240円ずつ変わり, これは 120と 80の公倍数であると学習する。そのあと

値段を 150円 と50円 に替えて同じように公倍数で変化していると考え,答えを求めていく

という考え方。

②三角形の証明問題。 「～ならば～である」ことを正明する考え方。

③学習して出された一般化されたことを使い,数値や条件を変えても成り立つかを調べる考え方。

(2)判断力のおさえ

算教科の活動を通して,数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け, 日常

の事象について見通しをもち筋道を立てて考え,表現する能力を青てるとともに,算数的活動の楽

しさや数理的な処理のよさに気付き。進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。

小学校学習指導要領解説 算数編 平成20年 文部科学省

中央教育審議会の答申での一般日標には「思考力・判断力・表現力」となっているのに,指導要領の

算数・数学科では,こ のうちの判断力にあたる記述がされていない。理由ははつきりしないが,算数 。

数学科において判断は,思考と表裏一体となっているものζ 「思考した結果。あることの判断ができ

る。」「思考をするために,あることを正しく判断し,それに基づかなくてはならない。」などといっ

た関係にあるからではないかと考えられる。

それでは,算数・数学科で育てたい判断力をどう考えるか。片桐重男氏は,著書の中で「由理的判断

と直観的判断,直感的判断」を挙げている。このうち直観的判断 〈ある同■について考えていても分か

らず,そ こから離れ,別なことをしていたときに突如として思いつく)は,議理的に思考・判断を繰
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り返し行つていくことで身に付くものであり,直感的判断 0まっと見て答えが分かる)は,その後,論
理的に思考・判断できないと意味をなさないものである」と述べている。 (算数のキーワー ドと高次の

学力を育てる指導 片桐重男著)

そこで,本研究では,議理的判断を判断力と位置付け研究を進めていく。論理的判断を思考力と密接

に結び付いた帰納的な考え方や類推的な考え方,演繹的な考え方を基にしての判断ととらえ, これらを

伸ばしていくことを判断力の向上とおさえる。

猥盤 的な鋼 断

・ 「円の面積の公式を考えるとき」これまでの求積公式の分かつている図形,平行四辺形や三角形,

台形などの公式を思い出し,これらはいずれも「2つの長さをかけている。だから円も2つの長

さをかけるのではないか。」と考える。これは類推的な考え方となる。そしてその結果, 2つの

長さといつても半径か直径しかないので,半径を2つかけた大きさに関係があるだろうと判断す

る。これは,類推的な考え方を基にした類推的な判断となる。

帰綸的な鋼晰
。「20角形の時の内角の和を求める」問題で, 5角形や6角形…と調べ,表にまとめ,き まりを

見つけようとする。

辺の数が 1本増えると180度ずつ増えていることを帰納的に考え, 20角形の和は, 180×
(20-2)だろうと帰納的に判断する。これは,帰納的な考え方を基にした帰納的な判断となる。

菫

"的
な鋼薔

・ 「5角形の内角の和は何度か」という問題に対して,「対角線を 1本引いたら,三角形と四角形

に分けられ,五角形の 5つの角は, この 2つの図形の角の合計になつている」と演繹的に考え,

だから五角形の内角の和は360+180=540(度 )と演繹的に判断する。これは,演繹的

な考え方を基にした演繹的な判断となる。

(3)表 現 力 のお さえ

一般に「思考は,言語を媒体とする自己内の対話によって成立し,他者に向けて表現したり他者の表

現内容を受け入れたりする活動を通して整理され,洗練され,深められる」と言われている。数学的な

考え方は,自分の考えた過程を多様な表現方法 (言語。式,図,絵,表等)を用いて表現し,相手に脱

明したり友達の考えを聞いたりする活動を通して,表現力と関わりながら育っていくと考える。

今回は.言語による表現を中核として,それに他の表現との相互作用を図っていくことにより表現力

を高めていくことを表現力の向上とおさえる。
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算数・数学科で育てたい表現

表現 方法 きらたは

言 語 ・ 話 した い内容 を明確 に し,伝 達 す る機 能 に優れ て いる。

・ 思考 の内容 を明確 に し,整 理 し,伝 達 す る役割 を もって いる。

式 事 柄 や 関 係 を 簡 潔 。明 確 に総 合 的 ・ 一 般 的 に 表 す こ と に 優 れ て い る

形 式 的 に 簡 潔 に 処 理 す る の に 優 れ て い る。

自分 の 思 考 過 程 を 他 人 に 的 確 に伝 達 した り,他 人 の 思 考 過 程 を 理 解

した りす る の に 優 れ て い る 。

図 等 ・ 数 学 的 な 構 造 を 明 確 化 した り,算 数 に 関 す る 知 識 や 考 え 方 な ど を イ

メー ジ化 ,視 党 化 した り して 伝 え る の に優 れ て い る。

・ 絵 ,テ ー プ 図 ,線 分 図 ,マ ス 図 ,数 直 線 図 .グ ラ フ,表 等 多 様 な 表

現 の 方 法 を考 え る こ とが で き る。

操 作 ・ 半 具 体 物 を 用 い て 操 作 す る 表 現 で 問 題 の 意 味 理 解 を助 け る の に 優 れ

て い る。

・ 具 体 か ら抽 象 .易 か ら難 へ の 媒 介 の 役 割 が あ り.特 に低 学 年 で は ,

図 等 へ の 思 考 へ つ な げ る 役 割 を も って い る。

学口の基本的な壼れ

「

′″′″′~′″′″′″′″′″′
ラ
“
=くこ

~́′ ~′″́―́″′″′″′″′―′″′―′″́″́″′″′″′″′―′″′―′″′″′―′■

指導計画の■人

「 分 か った !」

「 で きた !」

既 習 事項・ 既 有経験

(知 識・ 技 能 )

青il101夫

r分 かった lJみん

なに説明しよう。

問
題
・課題

こ
の
後
こ
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
ん
だ
。

算数科
考える101夫

他教科・日常生活
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活用力を向上させる学習指導の実践的研究
～学習過程 における場 の工夫を通 して～

仮説
単元終末段階の活用問題へ至るまでの指導計画を工夫し,思考・

判断・表現する場を学習過程の中に位置付けて指導していくことで,

子どもたちの活用力を向上させることができる。

「指導 計 画 の 工 夫」
・情報の分析・解釈や選択をさせたり, 日常生活の場面や他教科との

つながりを感じさせたりする問題の工夫

・目標達成に向けた指導計画の工夫と振り返り問題の位置付け

B問 題の傾向を見ると, 日常場面 を数学的にとらえて考えさせる問題や情報過多
の状態か ら必要な情報を選び解決 していく問題が特 に出題 されている。それ らの問

題を解 くことができる活用 力を向上させ るためには,実 際に活用する場面で考えさ

せなければ 身に付いていかないと考える。 また。それ らの力は 1単 位時間で育成 さ

れ るものではな く.繰 り返 し行 つた り,他 教科で育成 された りしなが ら培われてい

くものである。

そ こで,普段か らの 「学習の指導計画,そ の中での主となる問題や振 り返 りの問

題Jが特 に大事になって くると考え,基礎学 力を身に付け,活 用問題へ至るまでの

指導計画を工夫することを視点 1と して取 り上げた。 具体的には,本時の 目標 を達

成 させてい くために,ど のよ うな振 り返 り問題を行 うのか指導計画の中の 1時 間ご

とに明記 してい く。 また。問題 を工夫 した り,教科書の単元の学習内容 を実生活な

どの場面に活用する問題 を使 って検証授業を行 うよ うにする。

指導案では, どうしてそのよ うな問題 を設定 したのか,そ の問題を解決するため
にどのように指導計画 を工夫 したかを明確 に して書 いていく。
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小学校活用問題の枠組

適
用

O理 科で学んだ 自然の事物・ 現象の性質や働 き,規 則性な どに関する知識・技

能を,実 際の 自然や 日常生活な どに当てはめて用いることができるか どうか

を問 うものである。 ここでは,提 示された 自然の事物・現象を的強に理解 し,

それ を自分の知識や経験 と結び付けて解釈 しているか どうかをみる。

分

析

O自 然 の事物 。現 象 に関す る様 々な情 報 及び観察 ,実 験 の結 果な どにつ いて ,

そ の要 因や根拠 を考察 し,説 明す る ことが で きるか ど うか を問 うもので ある。

ここで は,提 示 され た 自然 の事物・ 現 象 につ いて視点 を もつて と らえ,そ の

視点 に応 して対 象か ら情 報 を取 り出 し,原 因 と結 果な どの関係 で考察 して い

るか ど うか をみ る。

構

想

O身 に付 けた知識・ 技 能 を用 いて ,他 の場 面や他 の文脈 にお いて ,問 題点 を把

握 し,解 決 の方法 を構 想 した り,問 題 の解 決 を想定 した りす る ことが で きる

か どうか を同 うもので あ る。 ここで は,提 示 され た 自然 の事物・ 現 象 につ い

て 問題 を明確 に もち,変 化 した り制御 した りす べ き変 数 は何 か。 ど うすれば

適切 なデ ー タが得 られ るか な ど,解 決 に向 けた方略 を もって いるか ど うか を

み る。

改

釜
ロ

O身 に付 けた知識・ 技 能 を用 いて , 自分の考 えを証拠 や理 由に立脚 しなが ら主

張 した り,他 者 の考 え を認識 し,多 様 な観点 か らそ の妥 当性 や 信頼性 を吟味

した りす る ことな どによ り,批 判的 に と らえ , 自分 の考 え を改 善で きるか ど

うか を問 うもので あ る。 ここで は , 自分 の考 え と他 者の考 えの違 い を と らえ ,

異な る視点 か ら自分 の考 え を見直 した り振 り返 つた りす る ことによ り,多 面

的 に考察 し,よ り妥 当な考 えをつ く りだ して い るか ど うか をみ る。

中学校活用問題の枠組

適
用

O適 用 の問題 では , 日常 生活 や 社 会 の特 定 の場 面 にお いて ,基 礎 的 。基 本

的 な知識・ 技 能 を活 用す る ことを問 うもので あ る。 この場 合 の活 用 を ,

本 調査 (理 科 )で は適 用 とす る。

分析・一【

0分 析 。解釈の問題では,基 礎的・ 基本的な知識・技能 を活用 して.観 察

。実験の結果な どを分析 し解釈す ることを問 うものである。

構
想

0構 想 の問題 で は ,基 礎 的・ 基 本 的 な知識・ 技 能 を活 用 して ,自 然 の事 物

。現 象 の 中 に問題 を見 いだ した り,課 題 を設定 した り,予 想や 仮 説 を立

て た り,観 察 。実験 の条 件 を考 えた りす る ことで観察 。実験 を計画 す る

こ とを問 うもので あ る。

検
討

改
善

0検 討・ 改 善 の問題 で は,予 想や 仮 説 の設定 .観 察 。実験 の 計画 .観 察・

実験 の考察 , 日常 生活 や 社会 との関わ りを思 考す るな どの各場 面 にお い

て ,基 礎 的・ 基 本的 な 知識・ 技 能 を活 用 し,観 察 。実験 の結 果 な どの根

拠 に基 づ いて , 自 らの考 えや他 者 の考 えに対 して,多 面的 ,総 合的 に思

考 して ,検 討 し改 善す る ことを問 う もの で あ る。
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設問数 正答率

主 と して 「知 識 」 に 関 す る 問 題 7岡 67.0%

主 と して 「活 用 」 に関 す る 問題 17問 554%

平成24年度 全国学力・学習状況調査 理科

小 学 校 (平成24年度結果 全遺)

主 と して 「活 用」 に関 す る問 題  17岡
適  用 7問 物 質 5問 ,生 命 2問

分  析 7問 生命 2問・ エ ネルギ ー 3問 ,地 球 3問

構  想 1間 エネルギー 1問

改  善 2問 物質 1問 ,生 命 1問

小学校理科の主として「活用」に関する問題の中で50%の正答率 (北海道)を下回るものは, 7問

ある。

{5)太郎さんは 他の■常tサ タラと口じように,め しべの先におしべの花

●
``つ

くことで実ができると考え.ス イカのおlftと めlrな を使って ■

のような実験をしました。
正答率295% 無解答率46%

記述式 第 5学年「植物の発芽と体験」

綺晰の0船ル錯菫め■

“

″Jべふ菫

“

:「

ta7漱 費職 暴 日

、

ついて,結果を基に方法を改善して,そ
の理由を記述することをみる問題となっ

ている。
A

鱗 0た

B

のつばエ

ノゆ ゆ

・―
ゆ
‥

豪綺 1つけること以外の条絆11す べて口しになるように実験を行ヽヽました。

l Aと Bのめばなに つrrみのとき0｀ ら:、 くろを|ヽ .“せておく。

2 Aと Bのめlftに ヽくろを|ヽ .::せ ない。

3 Aと Bのめしべの先に.花輸をつける。

4 Aのめしべの発にた●をつt, Aと Bのめばなの :、 くろをはずす。

t,1つけな0ヽ っr_Bのめばなにも.

費|・で0たのはなぜだろう。
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オ 正答率∝鴻% 無解答率24%
力 正答率421% 無解答率26%
キ 正答率410% 無解答率34%

選択式 第 4学年「金属・水・空気と温度」

水は,温度によって状態が変化する性質を,

物を動かす「エネルギーの見方Jと して適

用できるかをみる問題

(5)二師さんは,日 じ日に気温をは,ヽ りました。

この日のりヽげのようすから 1日 の人気を考えると,

ラフはどれです0｀.下の 1 1ヽ ら 4ま での中から :

書きましょう。まr_ その

`号
■■んだわけ

=書
きま

{!) *.laltt. g a tl..f :larlta.t: tJr,arat'. tor i,rll t
-r( ,1. jtl3/,t:liLI L/:.

太

“

ミんと工子さんの●

“

の ( オ ) ( 力 )

ては,`tttt,Tの []の中|ヽ らそれぞれlつ■んで.

しょう.

I tft , ,trr;t) | rt a i.-Ei$
t i{;r a rr ? ,lrr . .r

気温の責化を表したグ

つ■んで,その●サ
=

tょ う。
正答率1曖% 無解答率78%

配述式 第5学年「天気の変化」

天気の様子と気温の変化の関係に
ついてデータを薔に分析して,そ
の理由を配述できることをねらい

とした同鳳 全問層の中で一番低
い正答率となっている。

フラスコの,0ネ
=S、

,と うさせ
`ヒ

 ネは●に見え,い

( オ )に彙わり,す。T'彙 えたネ14 ″,ス●|ヽ ら

0いよく出て■●[=●た0ヒ .‐
“

ロリ
=●

.

薇 に●ハってい0あたり0(● く0に,える0は ( オ )

|・壼彙中でややされて,( 力 )に■●,7_● らヽで,.

P,1

I・ η
二子さん

( キ )0中 〔=J
そ●●●を,1童

-21-



設問数 正 答 率

主 と して 「知 識 」 に関 す る 問題 10問 55.8%

主 と して 「活 用 」 に 関 す る 問 題 16問 472%

中 学 校 (平成24年度結果 全道)

主 と して 「活 用 」 に関 す る 問題  16同

適  用 6間 地 学 1問 ,化 学 1問 ,生 物 2問 ,物 理 l問

分析 。解釈 5岡 地学 1同 ,化 学 2問 ,生 物 l同 ,物 理 1問

構  想 3岡 化学 1問 ,生 物 1問 ,物 理 1問

検証・改善 2問 地 学 1問 ,物 理 1間

中学校理科の主として「活用」に関する問題の中で50%の正答率 (北海道)を下回るものは, 9同

ある。

fl ilz mt n t ra nLug.,r. lle,'"u
+ z- t) , rE.v' (. t't?ngfiatElDl].
tlfr{rr-tGaLt Lt.
to( | ).9(6)odlr.Efltf tt I

′スターt使つた腋

(1)‐ Lの ようにして,ホ中に増やそうとした●■の名魯を●きなさい。また。

このときの水率の行っているはたら3●
"と

いいますか。その名ホを書きなさい。

(2)― のように 腱量になる●分をつくった理由を書きなさい。ただし.

アマ″エルの子と颯,それぞれについて.諄嘔のしかたと生活
`所

に■晏させて

おらなさぃ。

正答率362% 無解答率131%

記述式  適用問題

動物を飼青する場面において,

両生類の子と親の体のつくり

と働きや生活場所に日する知

臓を活用して,カエルの特徴

や成長に応じて飼青の環境を

整えた理白を説明する間■。

日 1                 日2

家の近くで.メ ′力とアマガエルの子を見つけた。ます.■ 1のように2つの水層

にそれぞれ水を入れ 菫内で●●して鋼青することにした。

次に■■を菫えるため,日 2の ようにa水舶 1には水菫を入れ_■■腱■で走を

当てた.ま た.アマ″エルの子にあしがはえてきたので,■ (■体)になる日も近い

と考え b水■ 2には石を入れ ■鯰になる

“

分をつくった。

ネ●1(メ ダカ)申●1(メダカ〕

″   (アマガエ
ー

) 率●2(アマガエ
ー
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I l!'<6*a/.tr. tltD l.rt*ft,t1*- ]:r:{lLi. llt !
Ell:n2 tli!'t Lt. tu. t{D!.'f - }a,-i(f"

m2
【方鮨1日 3の回路で実験を行う。
● 覺えタイオードの足0■ぃ方t,につをざ 壼ぃ方を―につなぐ。

:鎗晨:

(l tjIが 04V 12Vの ときは光らなかった。

こ ■ 1が 20Vのときは 明るくたり。そのときの

電置の大きさは20 mAであった。

正答申&7% 無解答率χ旧%
記述式 検討・改善問題

抵抗の直列つなぎ,並列つな
ぎなどに関する知識を活用し
て他者の実験方法を検討し,

改善して正しい実験方法を説
明することができるかどうか
をみる問題.

した。日3は 日 1の矢印で示した自さに日■した

たものです。

[ [‥   ― ●岩層  
―

れさ岩■

r'l!i[r Er '-rr r FEEI
壼●■のようす●■した■

“

 口じ●えであ8. ●     20日

口 3

:人は日■した結果をもとに.次のように考察しました。

|`:li終

えt昌 夫1機 生と館をして
=●

しましれ

島 Bo①
先生 :昌 夫さんは,ml.2を 別々に行い その結果をまとめたのですね。

ところで,凛壼では,い ろいるな電気彗具を同時 :こ 使いますね。ま

“

の日場の
ように 曖 撃と覺光ダイオードを1つの日島で同時に使用してもヨ定できますね。
このように, 1つ の回鵬で ml.2と 同じ織果を■るためには どのような
口略をつくって日定すればよいですか。

島夫 :0電摯と分尭ダイオー ドに同じ電濠を置すために それらを直列につないで

口定すればよいと思います。

(2)先生の問いかけに対するこ夫さんの考えには,=り があります。mi.2と 同じ
僣摯を得るために.T● 03を 正しく書き亡しなさい。

その■ ●鳳の観察を行いま

それぞれの●Hの ようすを長し

(2)正答率∝濾% 無解答率1.1%

選択式 分析・解釈問題

観察地における地層の広がり方につ
いて,観察地の図と観察結果から分

析して解釈し,地層の傾きを認繊し

て,その傾きの方向を指摘すること
ができるかどうかをみる問題。

~〔出躍蹴亀iじのuは、 風
(2)上の3さ んの■■の C に入る正しいものを 下の      ,さ ん

アから工までの中から1つ遺びなさい。

ア tよ り南   イ 自より北   ウ 東よリロ   エ 西より京

この日●亀の3晨には 1つのローム●と4つの

凛反■●が見らttる ので これらの●●が綸襲した
日口には,火山活●が活覺だった

"月
が少なくとも

5日あったと考えられ,す。

〔も髯1く島甥:慨言よ:31lltiぅ。i〉

グ11:
(3)火山活●●I活覺だった時日の目臓は 少なくとも

"口
と考えられますか。

最も■●をものを下のフからオまでの中から1つ
=び

なさい。また

目■をそのように,え たコ由
=●

さなさい。

ア :ロ    イ 2ロ    ウ 3M   工 4回    オ 6‖
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(3)正答率98% 無解答率84%
記述式 検討・改善問題

火山や地層・堆積岩の知識を活用し
過去の火山活動が活発だった時期の
回数についての他者の考察を検討し
根拠を示して改善した考察を説明す
ることができるかどうかをみる



(5)■l,さ んと菫さんは,それぞれ貴腱4のェ翼幽Lと 下餞

“

ものように考えています。
■人の考えについて 注体中の食塩の磁手を「・」で表すとき.薇体のようすを表す
最も遭切な田を,そ′ιぞれ Fのアからオまでの中から1つ遭びなさい。

(6)正答率4`晰%無解答率31%
選択式 構想問題

「水槽の中の液体が,食塩水の
1層なのか,上層が水,下層が
食塩水の 2層なのかJと いうこ

とを検置する実験を計画するこ

とができるかどうかをみる問題.

X V Z

ア 上部 残れば 残らなければ

イ L部 残らなければ 費れば

ウ 下85 残れば 費らなければ

エ 下 部 残らなければ 残れば

3 研究の方向性について

理科では,平成20年 1月 の中央教育審議会の答申の中で,「改善の基本方針」として,「科学的

な思考力・表現力の育成を図る観点から,学年や発達の段階,指導内容に応して,例えば,観察 。実

験の結果を整理し考察する学習活動,科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動,探
求的な学習活動を充実する方向で改善する。」ことが示されている。このことは, IEA(国 際教育

到達度評価学会)の TIMSS(国 際数学・理科教育調査)における「我が国の児童・生徒の綸述課

題に対する回答には,多面的かつ論理的に自分の考えを記述する学力に弱点がある。」との指摘 (平

成 15年,平成 19年)と も合致する。これらのことを踏まえ,算数・数学科と同様に活用力の育成

を思考力・判断力 。表現力の育成ととらえ,研究を進めていくことにした。

(6) fft3^LlA,trl. na')ll[!L rtabo. ytc,t EL\,+Lr.a>/,,kt.lllt.D I ) e L'1'11"
t.oe&yqt,n El a.r E r.lac u 

',, 6ooa".6642. ,,,n'c,Irto{:/t'r l -zl(rre ! r,,.

和安 :鰤 さん.凛体中の食塩のようすについて.二人のとちらが正しい考えなのかをl,<tr'2" !) L t 6',,r,tj6 i"c irhi: *W*, E r:nH L(*Ifi*t* i<,t:sz t ) n,
L:ta ti.#o l4J ,.r,ilf,tttttrr. tl{t(. lda, lTl . eo,tio)hr.'EL+',;' ttrrr El . fitZ Lot Io hrrG'']lt I r..

和安 :そ うだね。孝えてから名aを行ってみると楽しいね。さ,そ くやってみJIう ょ。
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(1)思考力 (科学的な思考力)のおさえ

科学が,それ以外の文化と区別される基本的な条件としては,実証性,再現性,客観性など

が考えられる。 「科学的」ということは, これらの条件を検討する手続きを重視するという側

面からとらえることができる。

実饉性とは,考えられた仮説が観察,実験などによって検討することができる条件である。

再現性とは,仮説を観察,実験などを通して実置するとき,時間や場所を変えて複数回行つて

も同一の実験条件下では同一の結果が得られるという条件である。

客観性とは,実饉性や再現性という条件を満足することにより,多 くの人々によって承認さ

れ,公認されるという条件である。

小学校学習指導要領解説 理科編 (平成20年 8月 )抜粋

つまり,「科学的な思考力」とは,問題解決学習の過程で 「実証性。再現性,客観性Jと いう三つの

条件を満たしながら考えを構築したり,問題を解決したりすることができる力と言える。

学習指導要領のそれぞれの学年の目標に以下のことが記されている。

3年 自然 の事物 。現 象を差異点や共通点 という視点か ら比較 しなが ら口べ…

4年 自然の事物 。現 象の変化 に着 日 し,変 化 とそれ に関わ る要因 とを関係付

けなが ら口べ…

5年 自然の事物 。現 象 をそれ に関わ る条件 に目を向けた り,量 的変化や時間

的変化 に着 目してロベ …

6年 自然の事物 。現 象の変化や働 きをそ の要因や規則性 ,関 係 を推出 しなが

らロベ…

中学校 自然の事物 。現 象に進んでかかわ り,目 的意識 をもって観察 ,実 験 な ど

を行 い…

科学的な思考力を育成するためには,上記の学年の発達段階に応 じながら

①既習の知餞や生活経験 と関係付けて考え,予 想や仮脱を立てる力を育てる。

(実 証性 )

②結果を基に既習知識 と関係付けて,考 察する力を育てる。 (再 現性 )

③舶由を整理 し,説 明する力を青てる。 (客 観性 )

を問題解決の各過程において育成することが必要になる。これを思考力の育成のおさえとする。
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自然 に親 しみ ,見通 しを もつて観 察 ,実験 な どを行 い,問 題解決の能 力 と自然 を愛

す る心情 を育て るとともに ,自 然の事物・ 現象についての実感 を伴 つた理科 を図 り,

科学的 な 見方や考 え方 を養 う。       小学校学習指導要領 理科編 理科の目標

自然の事物 。現象に進んでかかわ り,目 的意織をもつて観察,実験などを行い,科
学的に探究す る能力の基礎 と態度を育てるとともに自然の事物・ 現象についての理解

を深め,科学的な見方や考え方を姜 う。   中学校学習指導要領 理科編 理科の目標

(2)判断力のおさえ

算数 。数学科同様。理科においても判断に関する記述がされていない。指導要録の観点別学習状況に

おいても「科学的な思考・表現」とされている。ただ。理科においては,観察,実験を行い,自分が立

てた仮説が適切であったかどうかを事実 。結果を基に思考し,判断するという場面がある。

そこで判断力の育成を

○設定した仮説と,実験方法や実験結果で得た情報を関係付け,仮説の正誤を判断する力を育てる。

とおさえる。

(3)表現力のおさえ

全国学力・学習状況調査の記述式問題は ,

「科学的な概念やデータを基に,自 然の事物 。現象について説明 した り。調べる方法

を説明 した り,考察における結由の根拠を明薇にし説明 した りするために文章などで

解答する問題。J(4ヽ学校 )

「科学的な知識や概念に基づき,自 然の事物 。現象について説明 した り,自 然の事物・

現象について日べる方法を説明 した り,考察における結論の根拠 を説明 した りするた

めに,文 章などで答える。J(中 学校 )

日立教育政策研究所 平成24年度 理科解説資料

このことから,思考力とも密接に関連されていることを考え,表現力の育成を

① 自然事象から考え,問題を見いだし,既習の知餞や生活経験と関係付けて考え,予
想や仮説を説明する力を育てる。 (問 題把握 。課題把握・見通 しの場面)

②観察,実験を計画実行 し,結果を基に既習知識と関係付けて,考察したことを説明

する力を育てる。 (観 察・ 実験,考察の場面 )

③整理した結綸を,税明する力を青てる。 (交流 。まとめ)

とおさえる。
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指導計画の工夫

「 分 か つた ,」

「 で き た ,」

既 習 事 項 ・ 既 有 経 験

(知 識・ 技 能 )

理 科

他教科 。日常生活

学口の基本的な議れ

なんでこうなってい

るんだろう?

こんな場合はどうだろう?

実
験

・
■
察
し
た
ら
～

だ
っ
た
よ
。
だ
か
ら
～

こ
と
が
言
え
る
よ
。

同じことが言えるんだ !

～じゃないかな。

前はこうだったから～

こんな実験をしたら確

かめられないかな?

-27-



活用力を向上させる学習指導の実践的研究
～学習過程 にお ける場 の工夫 を通 して～

仮説

事象との出会いを工夫し,基礎的・基本的な知識及び技能を活

用して課題を解決させる。また。思考・判断・表現する場を学習

過程の中に位置付けて指導していくことで,子 どもたちの活用カ

を向上させることができる。

「指 導 計 画 の工 夫」
事象との出会いを工夫し,基礎的・基本的な知識及び技能を活用し

て課題を解決する活動の工夫

観察 。実験を中核とした問題解決学習の工夫

実験結果・考察を基に結論を導き出し,一般化する活動の工夫

前述のように 「理科に関する知識・技能は,観察・実験などを中核に据えた『 問題解決』

による学習活動や,実際の自然や 日常生活などの他の場面や他の文脈において発揮されるこ

とが重要である。」ため知識と活用を分けずに問題は作成されている。そのため本研究の理

科では,算数・数学科のように日常生活に結び付けた,いわゆる活用の場面を特別に考える

のではなく,「 事象・事物との出会い (問題の発見)」 「予想J「仮説」 「観察・実験」 「考

察」「まとめ (一般化)」 という問題解決学習を意鍮した授業に取り組む。

「指 導 計 画 の工 夫」
・既習の知識や生活経験と関係付けて考え,予想や仮説を立てさせる

場の工夫

・結果を基に既習知識と関係付けて,考察させる場の工夫

・結論を整理する場の工夫

問題 解 決学 習 を行 うときに各段 階 にお い て思 考す る場 面・ 判断す る場 面が あ る。

事象 との 出会 い (問 題 の発 見 )・・自然 の事物・ 事象 を見た り,知 った りす る ことに

よ り疑 間 を もつ。

予想 …疑 問 (問 題 )を 既 習 の知識や 生活経験 と関係 付 けて考 え予想す る。

仮 脱 …予想 が 正 しいか ど うか確 か め るた めに既 習 の知識 や 生活経験 と関係 付 けて考

え観 察・ 実験 方法 を考 え る。

観 察 。実験 …設定 した仮 説 と,実 験 方法や 実験 結果 で得 た情 報 を関係 付 け,仮説 の

正誤 を判断す る。

考察 …結果 を基 に既 習知識 と関係 付 けて ,考 察す る

ま とめ…考察 を もとに結論 を考 え る。

これ らを順 序 立 てて行 って い く と論理 的 な思 考 が され てい く。 授 業 では ,ど の よ

うな こ とを根 拠 に綸理 的 に思 考 され てい くか を記述 してい く。
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「表現す る場 の工夫」
。自然事象から考え,問題を見いだし,既習の知繊や生活経験と関係

付けて考え,予想や仮説を説明する活動の工夫

・観察・実験を計画実行し,結果を基に既習知繊と関係付けて,考察

したことを説明する活動の工夫

・整理した結議を,説明する活動の工夫

全国学力・ 学習状況口査の理科の間題 において も記述式の問題は,一 定の割合で

出題 されてい る。正答率はよい とはいえない結果 となつていて,無 解答率 も 10%
以上がほ とん どである。理科 において も根拠 をはつき りさせ ,筋道立てて文章 とし

て表現 してい くことが求め られ る。

授業では,問 題解決の各段階 (予 想 ,仮説 ,観 察・ 実験 ,考 察 ,ま とめ)に おい

て軽重 を考えなが ら文章 として書 く活動を取 り入れ る。
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1 全国学力・ 学習状況調査の実施について

全国学力 。学習状況調査が43年ぶりに復活 (以前は全国学カテストという名称)するに至った直

接の契機は,OECDが 2003年 に世界41ヶ 国の 15歳の生徒を対象にして実施した国際学習到

達度調査 (PISA2003)で 読解力の順位が前回 (PISA2000)の 8位から14位に低下

したことと言われている。

日本の読解力の得点が低かった要因には,自 由記述問題で無解答が多かつたことがあげられる。こ

れは, PISA目査で問われる読解力は,「論理的に読んで,読んだことについて自分で考えて,読ん

だことを根拠にして自分の意見を表現する。」であるのに対し日本で行われていた「読解」は,文章

の内容や登場人物の心情を正確に理解することが主であることがあげられている。

このPISA調 査の結果を基に,文部科学省で出された「読解力向上に関する指導資料・PISA
調査 (読解力)の結果分析と改善の方向」 (平成 17年)で 5つの課題を提示し,改善の具体的な方

向として,次の 7項目の指導のねらいを設定している。

①テキストを理解・評価しながら■む力を高めること

(1)目的に応じて理解し,解釈する饉力の育成

目的に即してテキストの意味や構成を理解したり,細部と全体との関係を考えたりして,筆者の

表現意図を解釈する力を高める必要がある。そのためには,読む目的を明確にもち,筆者はなぜこ

のような書き方をしているのかを考えながら読む指導が必要となる。

②哺田しながら読む饉力の育成

書かれた文章を自分のフィルターを通して読み進める能力の育成である。書かれた主張の根拠や

理由は明確か。弓!用や数値は正確か,目的に沿つた表現法がとられているかなど,評価しつつ文章

を読む能力を育成しなければならない。そのためにも.意見文を読んで,その根拠や筋道の妥当性

を検討する学習や討曲会などで一つのテーマについて,異なる立場から情報を集めて議出すること

などの学習に取り組むことが大切となる。

(3洒に即応した詢む鱚力の育成

課題解決のために読む,説明を書くために読むなどといった課題に即した読む能力を高めること

が求められている。何のためにそのテキストを読むのか,読むことによってどういうことを目指す

のかといった目的をもった読みを日常的に指導する必要がある。

②テキストに薔づいて自分の考えを書く力を高めること

(1)テ キストを相用して自分の考えを表現する饉力の育成

テキストに書かれている事柄を相互に関連させたり,必要な部分を引用したり,自 分の体験とを

結び付けたりして,自分の考えを書く力の育成である。テキストを要約したり,再構成したり,複数

の事柄を組み合わせて自分の考えをつくり上げたりする学習を展開する必要がある。

(21日 常的。実用的な言語活由に生かす饉力の青咸

「生きて働く言葉の力Jの青成が求められて久しい。何に「生きて働く」かといえばそれは日常

の言語生活に「生きて働く」のである。読書への発展もそうであろうし,特別活動や総合的な学習

の時間といつた他領域への学習発展もそうであろう。他教科,他領域との関連を考えた国語力の青

成が今後一月の課題となる。
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③様々な文章や資料を読む機会や,自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実すること

{1)多様なテキストに対応した読む能力の育成

目的に応して多様な文章や資料を読む能力の育戊が求められている。文学的文章に偏ることなく.

新聞記事や雑誌.論説文や説明文をはじめ,カ タログやマニュアル・ バンフレットなど,多様な文

章を読む力を養う必要がある。こうしたテキストには,図表やグラフといった 「非連続型テキスト」

も含まれるが,そ ういつたテキストの読解は, 日常生活や社会生活を送るうえで重要な能力といえ

る。

(2)自 分の感 したことや考えたことを簡潔に表現する能力

先の PISA調 査は,「 自由記述」の設間に対する無回答率の多さが日立ち,自 分の考えを述べ

た り,書いた りするノJが 落ち込んでいることを如実に物語つている。読んだ り書いた りした ことに

ついて,自 分の感 じた り考えた りしたことを簡潔に表現する能力を育成することが求められている。

そのためには, 日常の授業の中で,常に自分の感想や意見をもつ指導.その感想や意見を表現する

指導を意図的に行 う必要がある。

2 国語のB問題の分析について
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3 国語科の活用力と研究の方向性について

学習指導要領の国語科の教科目標は,次のように示されている

口饉 を適切 に表現 し正確 に理解す る能 力を青成 し,伝 え合 う力を高め

るとともに.思 考 力や想像 力及び言語感覚 を養 い,国 語 に対す る関心 を

深め国語 を尊重す る態度 を育てる。

言語感覚 とは,言語の使 い方の,正 娯 。適否・ 美醜な どについての感

覚の ことである。 話す こと 。聞 くこと,書 くこと及び読む ことの具体的

な言語活動の中で,相 手,目 的や意図,多 様な場面や状況な どに応 して ,

どのよ うな言葉 を選 んで表現す るのがふ さわ しいものであるか を直観的

に判断 した り,話や文章 を理解す る場合 に,そ こに使われて いる言葉が

醸 し出す味わ いを感覚的 にとらえた りす る ことである。

小学校 。中学校学習指導要領解説 国語編 (平 成 20年 度 8月 )

これらのことは,基礎的・基本的な知識・技能の習得,活用力のどちらにも通じることと考える。

そこで,習得した知誠・技能を目的に応して使う活動を通して,「思考力・判断力・表現力の育成」

を国っていくことを活用力の青成ととらえ.研究を進めていくこととした。
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1「表現することに焦点化した課題の設定」による学習指導の実践
～口得したことを活用し,日常現実社会へとつなげる学習指導の実餞～

雷繭市麟 丘小雑 豊 崎 東 洋 教論

2「活用力の育成を目指した撮り返り目■の設定」による学習指導の実践
～習得から活用への授彙晨日の工夫～

留繭市立留繭中学校 菅 原 克 明 教論



『猥現することに魚点化した■■の国 による事目相口の奥■
～習得 したことを活用 し, 日常現実社会へとつなげる学習指導の実践～

(小学校5年  算数科 単元名「割合」 全 12時間 )

日萌市立撮丘小学校 ■ 饉 東 洋

は じめに

(1)日哺管内の全目学力・学目獣況口童から見える実颯

全道との比較

【北海道教育委員会 HP掲載 23年度の結果】

留萌管内の状況を見ると算数Aでは,全道と

様という結果だが,算数 Bでは,全道と同様か

ぼ同様 (下位)と いう結果になっている。

また。全国でも同様の傾向であるが,問 題別

みると割合に関する問題が管内の子どもたちに

大きな課題として取 り上げられている。そのような状況の中,活用問題, しかも割合

学習をどのように身に付けさせていくかを考えることは喫緊の課題である。そこで ,

のような子どもたちの状況を踏まえ実践を行った。

(2)単元について

割合の意味については, これまで 「倍」 という言葉を用いてかけ算やわ り算などの学

習を通 して経験 してきている。本学年で学習 した 「小数の乗法.除法」は,それぞれの

計算の意味を倍の見方で拡張するものであった。また,「単位量あたりの大きさ」では ,

単位面積あた りの人数のように異なる 2つ の量の 1あ た りを求めることを通 して,量の

比較の方法や表 し方について学習 してきた。

本単元は,割合の意味を理解 し,小数や百分率を用いて同層を処理することや割合を

使って 2つ の数量を比較することをね らいとしている。割合は, 2つ の数量があるとき,

一方が他方の何倍になっているかという関係を表す数である。その活用は広 く,ス ー

パー等でのちらしの割引きの数値や,野球の打率,飲料の成分など, 日常よく使われて

お り, 日にもしている。学習指導要領に例示されている基礎・基本の中にあげ られてい

る通 り「将来の社会生活や生涯にわたって活動の基になる」重要な学習内容の一つであ
る。更に今後,社会科.家庭科などの他教科での活用はもとより,物事を比べるときや

量の大きさをとらえるときなどに多様な考え方をもつことができる。また,大 きな量も

百分率で表すことによって全体に対する量が把握 しやすいという有用性があり,今後の

生活で多く活用される点においても重要な単元である。

そのため活用力を身に付け,児童の関心・意欲を高めるために,生活場面での割合を

同

ほ

　

に

も

の

そ
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使った事例を問題として多く取 り上げ,その一つ一つを解決 していく中で,追究の意欲

を高めるようにしていった。また,根拠のある思考をさせていくためにも数直線図で数

量関係を表 して立式し,説明していくという流れを経験させ,公 式を導いていくことで

割合問題のどのような場面でも対応できる力を青てていつた。

2 研究の観点

(1)指導計画の工夫

活用力を身に付けるためにも,単元の基礎・基本となる指導事項をはっきりさせなけ

ればならない。本単元の基礎・基本となることは,「割合で 2つ の物,も しくは複数の

物の関係をとらえることである」 と考えた。ただ公式に数値を当てはめて問題を解いて

いっては,数量の関係をとらえさせることはできない。関係をとらえるための基になる

のは「何倍」の見方である。そのためにも導入では,「 もとにする量を 1と 見る」ため

のきっかけとして半具体物を使い 「分数の見方」を取 り上げる。そして,数量の関係を

数直線図に表していくことで 「割合の問題は『何倍Jの 問題と同じことである」 という

ことをとらえやす くしていった。

また,割合は,「百分率」や 「歩合」のいい回しによる難 しさ (例 えば,「 0.4倍」

「40%」 「4割」 「6割 引」等)や 公式化 したときの 「もとにする量」 「比べ られる量」

「割合」 という言葉の難解さもある。

そ こで,単元最初の段階では,「 %」 「割」 といつた言葉を使わずに,「何が何の

『何倍』になっている。」 という『何倍』が割合だという関係をとらえることに専念 し

た。次に百分率や歩合の表し方を指導 していくという流れにするとともに,公式の理解

を単元の最後にもっていった。

単元を通 して数直線図を使って解 くことを基本とすることで,数量の関係をしっか り

と理解することができる。そして,数直線上の数値と「もとにする量」 「比べられる量J

「割合」の関係をつかませることで,よ り公式への理解が深められる。 これ らの手順を

踏んで指導 していくことで,割合という数量関係を理解 し,活用力を身に付けた子ども

を育てることができるものと考えた。

本時では, 日常的によく日にするであろう買い物場面を取 り扱つた。 「何割引」 「何

%off」 という言葉は,広 告や店の中などでよく見かける。 しかし,それが実際には

どれくらいの値段になるのかということはあまり意識していない。そこで,今 まで学習

してきたことを活用し,値引きの仕方が違う2つ の店の問題から,「 どちらが得か」 と

いうことを割合の考え方等を用いて解いていくようにした。 1つ の店では全部の弁当が

2割引,も う一方の店では条件付きの値引きとなるため,問 題場面をしっか りと分析す

ることが求められる。振 り返 り問題では,新たに比較対象を増や し, 2つ の店の考え方

を合わせた問題にすることで,復習に発展の意味をもたせた。

(2)考える場の工夫

算数において問題把握の段階で重要になってくることが,「問題場面の理解」 「求答

事項 (関 かれていること,求めること)を とらえること」 「既知事項 (分かつているこ

と)や 条件をとらえること」 「使えそうな既習事項を思い出す こと く類推的な考え方)」

である。 ここまでを問題が提示された時点で考えていくようにさせた。

本単元で活用する既習事項は,「分数」 「Jヽ 数倍」や 「単位量あた りの大きさ」であ

る。それ らの単元で解決するに当たって子どもたちが今まで使つてきた方法は,テープ

図や数直線図である。そこで,数直線図を既習事項 とし,「数直線図による情報の整理」

→ 「立式」→ 「文章による説明」という流れを繰 り返 し行い,「 もとにする二」 「比べ
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られる量J「割合」の関係の理解を深め,式を考え,筋道立てて説明できるように指導 し

ていった。

本時では,問題から「求めることJ「分かつていること」 「使えそうなこと」をまず整

理してノー トに書き,全体での間順場面の把握を行つた後すぐに自力解決を行つた。活用

力を問う問題を考慮し,あ えて全体での解決の見通しを行わないようにした。ただ。 子ど

もの実態からどうしても見通しがもてない子については,「値段と割合の関係を数直線図

で表していく。」ということをヒントとして提示していった。交流の中では,考 えの正し

さや間違えに気付かせた。振 り返りの学習では,新たにもう 1店舗追加し, どちらが得か

を考えさせる活動の中で,学習したことを生かして,全員が解決できるような流れをつ

くっていった。

(3)表現する場の工夫

単元を通 して 「～になるか説明 しよう。」 という学習問題にした。これにより子ども

たちは,た だ答えを導き出せばよいというものではなく,考えたことを伝えられなけれ

ばならないという意識をもって解決に取 り組むと考えた。また,言葉での表現を助ける

重要な手段として考えられるのが数直線図である。 「割合」 「比べ られる量」 「もとに

する量」の関係を理解できるようにさせた り,大 きさをとらえさせたりするために数直

線図に情報を正確に整理 し,立式することができるようにさせた。それらをもとに順序

よく分か りやすく伝えるということを目標に,数直線図や式を言葉へとつなげて説明で

きるようにさせた。

本時では,まず ノー トに問題把握に必要なことをまとめ,数直線図を使った自力解決

へとつなげていった。交流では,実物投影機を使って児童のノー トをテレビに映すよう

にした。そ して,何人かの発表の中から説明のモデルとなるものを選び。解答の話型と

して提示した。振 り返 り問題では,そ の話型をもとに全員がノー トに説明を書けるよう

にした。

目標・ F薔 規 準

(1)単元の日椰

0割合,百分率の意味を理解 し,それらを用いることができる。

(2)単元の

"領
規準

【口心・意欲 。態度】

・百分率を用いると,割合を整数で表すことができ,分かりやすいというよさに気付いて

いる。

・百分率や歩合が日常生活の様々な場面に用いられていることに気付いている。

【数学的な考え方】

・資料の全体と部分,部分と部分の関係について,割合を用いた表し方を考えている。

【技能】

・全体と部分,部分と部分の関係を割合を用いて表すことができる。

【知餞。理解】

・全体と部分,部分と部分の関係を割合を用いて表すことができることを理解 している。

・百分率の意味について理解している。
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4指 導計■(12時日)

主な学習活動 と児童の様子 (0教師の発同・ 児童の反応 ) 【評価規準】と視点

1

。「Aに は当た りが 3個 . Bに は当た りが 4個

入つています。」

0当 た りの数だけでは,当 た りやす さは比べ られ

ないことを確認する。

0は ずれがいくつずつ入っていれば,当 た りやす

さが同 じ場合になるかを考えさせる。

OAの 箱にはずれが 2個 , Bの 箱にはずれが 4個
入つていることを示 し,ど ちらが当た りやすい

か問う。

・ Aの 方が当た りやすい。

OAの 方が当た りやすい理由を説明 しよう。
。当た りの数を分数に表 して比べた。 Aが 3/5,

Bは 4/8。 通分するとAは 6/10, Bは 5/10。

・ 分数を小数に表すとAは 0.0。 Bは 0.5。

全体の何倍かを求めると当た りやすさを比べるこ

とができる。

振 り返 り問題

Cの 箱には,当 た りが 9個 全部で 12個

Dの 箱には,当 た りが 8個 全部で 10個

Eの 箱には,当 た りが 5個 全部で 8個

入っています。 どの箱が当た りやすいで

しょうか。

0数が多 くなったときに分数と小数 どち らが比べ

やすいか問 う。

・小数で表す と当た りやすさを比べやすい。

全体 を 1と 見た ときの, どれだ け分か を表 した数

を割合 とい う。

く じ引 き を します。 オ レ ン ジの ポ ー ル が 当た りで

す。白いポールは外れです。当たりやすいのはA
の箱ですか, Bの 箱ですか。

0解決に必要な情報を少し つ 示 して い く

J  指導辞畠あ工夫  |
奥■に子どもたちに■

示す0■■を■遣す0

!  考え警尋λ工夫  |
【数学的な考え方】

・ 割合を求める場面で,日

係を図に表すな どして比

べる方法 を考える ことが

できる。

【知餞・理解】

0割 合の意味を理解 し,求
め方を理解す ることがで

きる。

視点 1

指導計画の工夫

2

0問 題場面での前時 との違 いを確認する。
。今回は,分 数だけど割合が分かつている。

・ 割合は,小 数で表そ う。
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0分かつていることを数直線図にまとめてみよう。

(個 数 )

(割 合 )0

基本文例

02- 1
X02

視点2

考える場の工夫

●■0■■となる代●的な

■。■ グラフ●enす
る。

: ・ 1と みる数が,10日 にな り割合は 02の ときの当た りの ::                                           ,
: 数を求めることにな ります。数直線に表すと 1か ら 02に :

: なっているので X02を します。上も同 じように× 02を
|

: します。だか ら式は,10X02に な り,答 えは,2日 にな !

:                                           ,
: ります。                      4

【数学的な考え方】

・ 比べられる量を求める場面

で,関 係 を国に表すな ど

して考えることができる
ノ 視点 3

表現の場の工夫

り

ヽ

観点 1

指導計画の工夫

3

35人 で くじ引きを します。 当た りの割合を 14/35

に した いと考 えています。 当た りは,8個 入 つて

います。はずれの くじを,何個入れれば よいで し

ようか。説明 しましょう

0問 題場面での前時 との違いを確認する。

・ 前の時間 も数直線図で解けたか ら数直線図でやつ

てみよう

■04_□  (個数)

一
■04

。前の時間も数直線口を使って解けたので薇 IE線 口を使つて :

考えました。割合が 04の 時の日数が 8で ,割 合が 1の :

時の個数を求めます.04を 1に するために■ 04を して,|

上も同 じように■ 04を します。だか ら式は,8÷ 04に :

:

な り,全 部で 20日 にな ります。はずれは,20-8で 12:

…■■生ユニ■.…………………………―……・l

当た りが 9日 入 って いて,当 た りの割 合 を 21/35

に した い場 合,は ずれ の く じを何個 入れれば よい

で しょうか。

' (ilte)

【数学的な考え方】

・ も とにす る量 を求 め る場

面 で,関 係 を図 に表す な

ど して考 え る こ とがで き

る

J  表現際属λ工夫  |

」  糟菫摯曇ムT姜

002は ,何 %ですか。 ・ 20%

【知餞 。理解】

・ 百 分 率 の 意 味 を知 り ,

「96」 の言い方や表 し方を

理解することができる。
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0045は ,何 %ですか。

01は ,何 %ですか。

45%
100%

縁小の児童は,男 子 109人 ,女 子 123人 の合計 232

人です。アンケー トをとってポランティアをした

ことがあるか聞いたところ 75%の 児童が「ある」

と答えたそうです。 「あるJと 答えた児童の人数が

何人か説明 しましょう。

図 で や・ 前 の時間

ってみよ

0

も数直線国で解 けたか ら数

つ

x0 75

―
人数 )

<-
0. t! xo t5 1 (割合 )

:。 前の時間も欧直線口を使つて解けたので歓直●目を使つて :

|                                           |
: 考えました。 1と みる人数が 232で ,割合が 075な ので.:

I X 075を します。上も同 じように× 075を するので,式
|

: は,232× 075に な り,答えは.174人 にな ります。   :

丘小の今年の児童政は,男 子 230人 ,女子 250人

の合計 480人 です。「綸 食 の好 きな食べ物 Jの ア

ンケー トをとった ところ,カ レー ライスが好 きな

子 は,216人 で した。 カ レー ライスが好 きな 人は

何 %で しょうか。 説明 しま しょう。

電車などで,定員に対 して実際に乗っている人数

の割合を乗車率といいます。

ある電車の定員が 140人 で,実際に乗っている人

数が 350人 の時,乗 車率は何 %で しょうか。説明

しましょう。

割 合の問題だか ら 直線 図 を えば解 けるん

じゃな いかな。

・ 100%は , どこだ ろ う。

o    :40-型 ■‐ 350 (人 数 )

割旬

:・ 1と みる数が 140人 なので,1が何倍かして□になるので,!
]                                          |
: X□ にな り,上 も×口にな ります。だか ら式は     :

1 140× 口=350に な り,口 を求める式は,350■ 140に な
|

! り,答えは,25に な ります。百分率だか ら 25を 100倍 し:

:                                           :

L…二笙二整
=.■

聖笙二豊′整J■_…………….………・‐̈ …̈…
j
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百分率が 100%を 越える場合も取 り上げる問題に

よってはある。

バスの定員は,60人 です。今,180%の 乗車率に

なっています。何人の人が乗っているで しようか。

割合を表す 0.1を ,1割 という。

【知餞・ 理解】

割合 が 100%を 越 え る場

合 につ いて理 解 す る こ と

がで きる。

【知凛・ 理解】

歩合の意味を知 り,「 割 J

の言い方 と表 し方を理解

することができる。

003は 何割ですか。

00.5は何割ですか。

00,7は何割ですか。

・ 3割

・ 5割

・ 7割

デ バ ー トに 3000円 ,4000円 ,5000円 ,6000円 の

服 が 売 って い ま した。 そ の うち 4000円 の服 だ け

が, 30%引 き にな って いた の で 買 い ま した。

い く らで 買 った で し よ うか。 説 明 しま しょ う

・ 割合の問題だか ら数直線図を使えば解けるん

じゃないかな。

(値 段 )

(割 合 )

・ 30%引 きの値段なので,値段は 100-30で 70%で 買つた

ことにな ります。それを数lL線 口で表す と 1と みる数が

4000円 にな り,そ の 07な ので,X07を します。上もX07

になるので式は,4000X07に な り.答 えは,2800円 に

な ります。

3000円 と 5000円 の服を 20%引 きで買いました。

全部でいくらになったで しょうか。

【口心・意欲・饉度】

・ 生活 の 中で ,割 合 の考 え

方 を活 用 す る場 面が数 多

くあ る ことに気 付 き活 用

しよ うとす る。

【数学的な考え方】

0割 合 を (1-a)と して

考える同■の解決の仕方

を,日 に表すな どして考

えることができる。

【知●・理解】

・ 割 合を (1-a)と して

解決す る問題の解決の仕

方 を用解することがで き

る.

か

年の

くんたちの野球 チーム 「緑 フ ァイ ト」 の今

8月 までの成績 を表 にまとめ ま した。

ヽ 1組ファイト ,イガ ー 薔 ドラゴン

録ファイト ヽ :4116敗 B朧 2敗
Fタイガー 61鵬 4 ヽ DE6敗
薔 ドラゴン 1238 6391■

丘 タイガー との勝 った試合の割 合 を説明 しま しょ

つ 。

0丘 タイガーとは,全 部で何試合したのかな。
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・ 20試 合

・ 割合の問題だか ら数直線図を使えば解けるん

じゃないかな。

嵩ヌ
。1と みる数が 20試 合。 1が 何倍か して□になるので,X:

,

口にな り,上 も×口にな ります。だか ら式は 20× 口=141
にな り,口 を求める式は, 14■ 20に な り,答 えは,07 :
になります。 ]

|

|07を 10倍 して答えは , 7割 にな ります。

萌 トラゴ ンとの勝 った試合の割 合 を求め ま しょ

つ 。

0実際に買つた品物の値段 と使 つた金額はいくらな

んだろう。

・ A店 は 1000円 の物を買つて,500円 戻つてきた

か ら 500円 しか払っていないよ。

・ B店 では,1500円 の物 を買って 1000円 払ったよ

0数直線図に情報をまとめよう。

A店
               割合)お

金 )

1000× □=500 □=500■ 1000=0.5
1-0.5=0.5        50%引 き

B店
 卜

~~~1讐
竜

=署

壬fL一 →躯 Fお

金 )

【■心・意欲・●度】

生活の中で,割 合の考え

方を活用する場面が数多

くあることに気付き活用

しようとする。

【数学的な考え方】

0割合を使って考え。それ

を説明す る ことがで きる

☆ 1～ ☆ 9の 練習

【技能】

・ 割合の問題 を解決す るこ

とができる。

2つ の店がそれぞれ次のような広告を出 していま

す。

A店 …お買い上げ金額の半額を現金でお返 しいた

します。

B店 …お買い上げ金額の半額のお買い物券をさし

上げます。

A店 で,1000円 の品物 を買って,500円 返 して も

らいました。 B店 で,1000円 の品物 を買って, も

らったお買い物券で 500円 の品物を買いました。

それぞれ何 %引 きにな っているで しょうか。説

しましょう。

視点 2・ 視点3

考える場の工夫

表現の場の工夫
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1500× □=1000
1- 0.67=0.33

口 =1000■ 1500=Q666・・・

33%引 き

・ A店は  1あ た りが 1000円 で,1と み る数が何倍か して i

:

口 にな るので X口 を します。 上 も同 じよ うに ×口 をす る :

ので 1000× 口 =500。 日は ,500■ 1000と な り,05に な
|

ります。 これ は,買 った値段 の割 合な ので割 引 した値段 :

:

の割合は,1-05で 0.■ 答えは,50%引 きにな ります。 i

B店は,1あ た りが 1500円 で,1と みる数が何倍か して
:

□になるので ×□をします。上 も同 じよ うに X口 をする :

|

ので 150X口 =1000口 =1000■ 1500と な り,     !
Q666 とな り四捨五入 して 067に な ります。 これは,買 つ

|

た値段 の割 合なので 1-067=033.答 えは約 33%引 き !

:

に な り ま す 。                     i
●―●―●‐●‐●―●―●―●―●―●―●―●―●‐●‐●―●―●―●‐●―●―●…●―●―●…●―●―●―‐―●―」

!野i鰹

視点 1

指導計画の工夫

フ
´
 考え讐属ふ工夫C店 で は,同 じ商品 を 2つ 買 うと,1つ が半額 に

な ります。 1000円 の品物 を 2つ 買 って,1つ を半

額 に して も らい ま した。 何 %引 きで しょ うか。 説

明 しま しょう。

【数学的な考え方】

0割 合を使つて考え。それ

を説明することができる

【関心・ 意欲・感度】

・ 生活の中で,割 合の考え

方を活用す る場面が数多

くあることに気付き活用

しようとする。

視点 1

指導計画の工夫

ｊ

　　　　　「
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m
o    00 x00 1   (割 合 )

1580× 0.8= 1264

東町店

350× 3+320=1370

:・ 西町 店 は,全 部 の弁 当の合計が 1580円 にな り |

| ます。 そ の 2割 引なので,買 う値段 の割 合は , |

1 1-0.2で 08に な ります。 下は,× 0.8に なる
:

: ので,同 じよ うに上 も× 0.8に な ります。 だか :

! ら,式 は,1580× 0.8で 1264円 にな ります。  !
: 東町店では,の り弁 当以外すべて 350円 になる

|

: ので,350× 3+320で 1370円 にな ります。  |
1_.■ 2.2と.AI■22盤≦■4.蓋■ _…_…_… j

ｊ

　　　　　「

視点2

考える場の工夫

【数学的な考え方】

0割 合 を使 つて考え.そ れ

を餞明す ることができ

る。

ｊ

ヽ

視点 3

表現の場の工夫

!  指導辞暑ムエ夫

【数学的な考え方】

0割 合を使って考え.説 明

することができる。

3つ のくじ引きの問題か ら公式を見つけ出そ う

0割合の 1に 対応する部分を「もとにする量Jと いう。

求めたい割合の所に対応する部分を「比べ られる量」

という。

割合 =比 べ られ る量 ■ もとにす る量

比べ られ る量 =も とにす る量 X割合

もとにす る量 =比 べ られ る量■割 合

かおりさんの町の面積は,16日 です。

①住宅地の面積は, 4日です。町の面積の.何
%で しょうか。

②畑の面積は,町 の面積の 18%で す。畑の面

は,何日でしょうか。

③となりの町の面積は,かおりさんの町の面積

の 125%で す。となりの町の面積は,何 dで
しょうか。

【知餞・理解】

・ 3つ の公式の意味を国と

対比させなが ら理解する

ことができる。

12 練 習 問題

【技能】

・ 割合の日題 を解決す るこ

とができる。
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本 時 の実際

(1)本時の日欄

0割合を使つて考え,そ れを説明することができる。

O生活の中で,割 合の考え方を活用する場面が数多くあるこ

する。

(数 学的な考え方 )

とに気付 き活用 しようと

(関 心・ 意欲・態度 )

把

握

5

分

0わ かっていることは何か確認した。

【数 学的な考 え方】

割 合を使 つて考え,1

明する ことができる。

(2)本 時の目田 (10/12)

児童の活動 :″ ●理●】と視点 支薇0

西町 と東町の弁当屋では,同 じ弁当が同 じ定価で売

られています。

どち らの店 も土曜 日が特売 日で,西 町店ではすべて

の弁 当が 2割 引にな り,東 町店 では 350円 よ り高い

弁 当がすべて 350円 にな ります。

土 EE日 に 4種 類の弁 当をそれぞれ 1つ ずつ買 うこと

に します。 どち らの店が安 く買えますか。理 由を説

明 しま しょ う。

視点 1

指導計画の工夫

教科書の 「学んだことを使

おうJを問題鳩面として設

定した。条件を見て, どち

らが得かを考えることは ,

日常で割合をよく使う場面

だと考えたからである。

【田心・
=欲

・態度】

・生活の中で,割合の考

え方を活用する場面が

数多くあることに気付

き活用しようとする。

O図 を用意 し,問 題場面

を把握 しやすいように

した。

西町店は全部2割引

東町店は,350円以上の弁当が

すべて350円 になる
視点 2

考える場の工夫

見通しを問題把握のみにお

さえ,何を求めれば比べる

ことができるのか, 自分た

ちの力で考えられるように

した。

西町 店

450+430+320+380=1580
1- 0.2=08     1580×  0.8= 1264

)
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解 東田r,i

決

15

分

350× 3+320= 1370

・ 西 町 ,liは  全 部 の

チ, 
｀
lυつ ri`|I Jl`  1580111

にな り ます 。 そ の 2古1

'サ
|な の で  買 う l■ 段

υ)コ1台 は  1 -

全体 の 08に な り ます . ドは . X08に な るの で  「1し よ う

に 11も X08に な り ます 。

だ か ら 式 は  138()● 08で 12('4PIに な ります 。

東町 店 で は  の りず,｀ヽ以 外 す べ て 35()円 にな る の で  式 は ,

350× 3+32()で 137{‖ [|に な 1,ま す 。

○突物 投 影機 で  rど も

た ちの ノー トを使 い発

表 させ た。

流

1()

クナ

視点 2 視点 3

考える場の工夫・

表現の場の工夫

筋道立てて考えたことが分

かるよ うに数直線図 式と

説明の文章を対応させるよ

うに書かせた。

○「
が 止ま ,て いる rに

は  数 r〔 線 に分か って

いる ことを整 rlす るよ

うに声かけ を した .

視点 2・ 視点 3

考える場の工夫・

表現の場の工夫

全体発表を行い それぞれ

の店の値段がどのようにな

った ら安いかという理由を

説明するよ うにした .

日 J 蝋

′ -0:^:0.81



振

り

返

り

15

分

0数直線の割合が 0.2で はなく 0.8に なるわけを確認した。

0東 町店と比べる必要はあるか確認した。

北 町店

450+430=880

:|

880 X O.7=616 616+320+380=1316
答 西町店の方が安 く買える。

・ 北町店は,饉 引きされる弁当の値段の合計が 450+430で

勘 円にな ります。その 3割 引なので,買 う値段は,1-Q3
で l17に な ります。下は,× Q7に なるので,同 じように上

もXO.7に な ります。

だか ら,式 は,880X07で 616円 。 これにそれ以外の弁当

の値段をた します。616+320+380で 1316円 にな ります。

だか ら,西 町店の方が安 く買えます。

O欧 直線が 0.8に 偏つた

ため,な ぜ文章に出て

いる 2割引の 02で は

ないのかの■認を した

【数学的な考え方】

・割合を使って考え .

明す る ことができる。

振 り返 り問題は。その

場で解答せずにノー ト

を集めて指導者が定着

のチェックを行つた。

2割引なので,実際に買うのは,102=∝
の8割が求める値段になるので,数直線の数

字は,∝ になります。

観点 1

指導計面の工夫

撮り返り岡■では,西町店

の日引の考え方と東町店の

条件に合わせた●引きのど

ちらも入れた問目を設定し

た。

新たに北町店ができました。土曜 日に 400円 以上の

弁当はすべて 3割 引にな ります。 どの店が安 く買え

ますか。理由を説明 しましょう。

視点 2

考える場の工夫

前の間■で解決されたこと

を生かし,腱明できるよう

にした。

:
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|こ

すべて,自り1に なります.どの店が,く 贅えますか。■由を



6 成果 と課題

(1)指導計画の工夫

〔咸暴〕

・ 割合 とい う数量関係 を理解す るため に.百 分率や歩合,公 式の理解 を後 に行 うな

ど指導計画の流れ を変更 して実施 した ことは,有 効 であった。

・ 振 り返 り問題 を しっか りと位 置付 けて指導 して い くことで,そ の時 に学んだ こと

を活用 して問題 を解決 して い くとい う流れ を意識付 ける ことがで きた。

・ 単元 を通 して数直線 を用 いた指導展開 を貫 いた ことで, 8割 程度 の児童が 自力解

決 できるまで に至 った。

:〔 凛■〕

| 。本時の振 り返 り問題は, 2つ の問題 の複合 と して設定 した。 少 し難度 があが った

!  ため解 くの に時間がかかって しまう児童が多か つた。

: 。本時は,あ えて問題把握 を簡単 に行 い全体 での見通 しを行わず 自力解決へ進んだ

:  が,割 合を使わな くて もよい場合があ る ことに気付けな い児童 もいた。割 合で考

:  え る場 合 とそ うでな い場 合な ど簡 単な 見通 しも行 うな どの工 夫が必 要 で あ つた。

| ・ 意 図的 にではあ るが,単 元の最後 に公式の意味 を とらえ させたため,公 式 を使 う

:  時 間が少なかった。 そ のため公式の理解 を深め,習 熟す る ことが不十分だ った。

〔暉■〕

・ 思考が 止まって いる児童への手立て を,ど こまで支援す るかの判断が重要であつ

た。

・ 活用 力を向 上させ る ことが主題 であるか らこそ,多様 な考えで解答へのアプ ロー

チがで きるよ うな問題の工夫が必要であつた。

〔成果〕

・「求 める こと」か ら考 え させ る

ことで,「 分か つて いる こと」

で何が必 要な のか を考 える情報

選択 の力を身 に付 けさせる こと

がで きた。

・「数直線 による情報の整理」→

「式づ く り」 → 「文 章化 」 の流

れ を重視 して きた ことで,児 童

が式 を考 え筋道立てた説明 を書

くことがで きるよ うになった。

・ 交流 の 中で,数 直線 に書かれ る数字が ,

く,0.8に な る理 由を考え させ た。 そ の

させ る ことがで きた。

問題 文中 に出て くる 2

ことで,求 め るべ き こ

割 引の 0.2で はな

とが何か を焦点化

(2)考 える場の工夫
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〔威彙〕

・ 単元 を通 して同 じ問題提示の仕方 を貫 いて

きた ことによって,筋 道立てて説明す る力

を身に付 け させ る ことがで きた。

・ 実物投影機 を使 つた発表は,数直線図 と説

明 を関連付 けるの に有効的であ った。

(3)表 理する場の工夫

〔暉■〕

。できて いる子 どもの説明や以 前に 自分が書

いた説明 を話型の見本 として説明 を書 いて

い くことはで きるが,数 直線や式だ けを見

て,説 明の文 を書 くことがで きる児童は ,

少なか った。

書 くことに時間が多 く費や され ことか ら,一 つの単元だ けで説明す る力を育成

す るのではな く,様 々な場 面で,指導 して い く必 要がある。
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『活用力0爾成を目指した撮り返り同■の国 による撃■帽■0奥■
～ヨ得から活用への授業展開の工夫～

(中 学校2年  数学科 単元名「5章  三角形と四角形」 全 11時間 )

日繭市立口繭中学校 薔 原 克 F・q

1 :ま しめ に

(1)日疇管内の全目学力・学口状況口童から見える実● (HZ嘩口北澤遭敏冑曇員会HP鐘彙から)

留萌管内 と全道平均の比較を した

ところ,数学 A全 体 では -4.5,図
形領城 にお いては -43と 全道 よ り

やや低 いという結果であつた。 この

ことか ら,図 形領城 をふ くむ基礎的

・ 基本的な知識及び技能の習得 に大

きな課題があることが分かる。

また,数学 B全体では-4.7と やや低い結果であつたが,図 形領域においては,-5.1
と全道より低いという結果が残った。

以上のことから,管内の実態としては,数学科全般において基礎学力の育成を図る必

要があることが分かつた。図形領城については全道と大きな開きがあり,と りわけ,全

国学力・学習状況調査に出題されるような証明問題については,苦 手にしている生徒が

多いということが言える。

このような実態から,単元を通 して,ま ずは基礎的・基本的な知識及び技能の確実な

定着を図りながら,活用力の育成を図る必要があると考え,指導計画を構築 していつた。

(2)単元について

小学 3年では,辺や角の関係に着日して二等辺三角形,正三角形の概念の形成を図る

とともに,二等辺三角形には 2つ の等 しい辺があるが,残 りの辺も等しくなると正三角

形になることを学習 している。

また,小学 4年 では,平行線の性質として, 1つ の直線に垂直な 2つ の直線は互いに

平行であること,平行な 2つ の直線の幅は一定であることのほか,平行四辺形,台形 ,

ひし形などの四角形の概念について学習 している。

さらに,小 学 5年 では,合 同の定義 と合同な三角形のかき方,三 角形の内角の和が

180° になることや,多 角形を三角形に分け,内 角の和を 180° とする三角形がいくつ

あるかということから,多角形の内角の和についても日べている。

さらに,中 学 1年では,中学 2年で学習する合同な図形につなげるために,ず らした

☆全道との比較 0全日との比較
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り,回 転させた り,裏返したりしてきちんと重ね合わせることのできる 2つ の図形につ

いて学習してきている。

前章 (平行と合同)では, これ らの既習事項を学び直しとして取 り扱いながら,「対

頂角」,「平行線の同位角・錯角」,「三角形の内角・外角」などの学習を通 して,順
序づけて説明することを学んできた。 このことは,図形領域において,演繹的な考え方

の方法や意義を理解 して,そ の過程を的強に表現する能力の育成を目的とし,証明を本

格的に取 り扱 う第一歩となるため重要な単元である。

本章では, これ らの学習過程を踏まえ,二等辺三角形や平行四辺形などの性質を,三
角形の合同条件などを根拠にして証明 していく中で,演繹的な推論の仕方に償れさせた

り,図 形のもつ性質を見出し,それを証明していくことで,論理的な見方や考え方を育
てた りしていく。

そのため,生 徒の実態も踏まえ・ 習得 した用語や公理を繰 り返 し用いなが ら問題の解

決過程を説明させることで,定着の深まりを図るとともに,さ まざまな問題に触れさせ
ることで活用力を高めていきたい。

2 研 究 の 観 点

(1)指導計■の工夫

本単元における活用問題を解 くために必要な力は, ものごとに対する論理的な見方や

考え方を身に付けることにある。

そこで,既習事項の中から,根拠となる事柄を取捨選択できる力を身に付けさせたい

と考え,終末段階では,根拠となる事柄を答えさせるような振 り返 り同■を設定 した。
また,単元を通 して課題の提示の仕方を「～になることを証明 しよう」 という形に続

一し,証明に触れさせる機会を増やした。

平成 21年度の全国学力 。学習状況調査の B問 題では,「 2つ の対角線がそれぞれの

中点で交わる」 ことを同う問題が出題された。本時の振 り返 り問題では, これと同じ問
題に取 り組ませることで,学習内容の定着度合と活用力の伸長を見取つた。

(2)考 える場の工夫

本単元で活用する既習事項は,小学校で学習 した内容から「二等辺三角形や平行四辺
形を主とする四角形の概念」,前 章で学習 した内容か ら「対頂角,錯角.同位角Jで あ
る。単元を通 して,論 理的に考える手だての工夫として,初 めから分かっている事柄
(仮定)と , これから証明 しようとする事柄 (結綸)を 確認することや,ど のような既

習事項を根拠 として用いたかを問う場面を位置付けることとした。 このことは ,

根拠となる事柄に結論を盛 り込んでしまう誤答を防ぎ,か つ,筋道立てて説明できるカ
の育成につながると考えた。

本時においても。 この点に注意させながら課題解決させていくことで.論理的な見方
や考え方の向上につなげていった。

(3)豪■する場の工夫

論理的な見方や考え方の確実な定着を図るためには,根拠に基づいて書く力が必要で

ある。 しか し,図 形領城, とりわけ証明問題では,結 論が成 り立つ ことが何 とな く分
かっていても,それを書き表すことを苦手とする生徒が多い。

そこで,表現する場の工夫として,書 き表 し方を理解 し,書 くことに償れさせるため ,

振 り返 り問題において初めは穴埋めにし,徐 々に記述の量を増や していくような問題形
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式とし, ノー トに貼 らせ,書 き方に迷ったときに振 り返 られるようにした。 これにより,

新たな証明問題に出会い。それを解決する際に, ノー トを振 り返 りながら書き表すこと

ができるため,簡潔に書き表す ことにつながるのではないかと考えた。

また。発表場面では,実物投影機を用いた。実物投影機は,生徒の書いた証明をその

まま映し出すことができるため,発表者は自分の考えを相手に伝えやすいというよさが

あった。また,黒板に書く時間を省略できるため,振 り返 り問題に取 り組ませる時間の

十分な確保にもつながった。

さらに,発表した生徒のノー トの写真を撮 り,そ の画像を画面に残 しておくことで ,

前の問題の証明を容易に見返す ことができるため,振 り返 り問題の自力解決にも有効で

あろうとも考えた。

3 日標・ 評■規準

(1)単元の日椰

三角形・四角形について見いだした性質を演繹的な推論によって考察し,論理的に表

現する能力をいっそう伸ばすとともに,証明された図形の性質を他の図形の考察におい

ても用いることができるようにする。

(2)単元の

「

薔規準

【数学への関心・意欲・態度】

・二等辺三角形や平行四辺形の性質などに関心をもち,それらが成り立つことを証明しよ

うとする。

【数学的な見方や考え方】
。二等辺三角形や平行四辺形の性質,お よび条件を証明することができる。

【数学的な技能】
。図形の性質や,そ の図形になるための条件などを,記号を使つて表したり,そ の意味を

読み取つたりすることができる。

【数量,図形などについての知識・理解】

・定義や定理の意味,お よび基本的な図形の定義や定理を理解することができる。

4 単 元指 導計目 (11時間 )

"同
主な学習活動 (O),教師の働きかけ (*) 視点,評価 (。 )

1 問題

AM=BM=CMの とき,

△ABCは どんな三角形
か ?

○ 線分 ABをかき,中点 Mを とる。また,AM=MCと なるよ

うな点 Cを とる。

○ △AMCと △BMCが 二等辺三角形で,その底角が等 しいこ

とから,∠ C=9げ であることを見いだす。
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補助線 (頂角の二等分線)を引いて, 2つの三角形の合同を

証明するよう促す。

仮定と結論を確認する。

練習問題

・二等辺三角形の性質を調べ

たり証明したりすること

に関心をもち,それらを薇

かめようとする。

・二等辺三角形の定義と性質

を理解している。【知 。理】

二等辺三角形の 2つの角が等しくなることを証明しよ
つ 。

二等辺三角形の性質
2つの底角は等しい。

頂角の二等分線は,底辺を垂直に二等分する。

鯉
回
□ 視点2 考える場の工夫

△ABCは どんな三角形か ?

0予想させた後,数名の生徒を指名して理由を答えさせる。

* 補助線 (∠Aの二等分線)を引いて考えるよう助言する。

O 仮定と結論を確認する。

。二等辺三角形になるための

条件,性質の逆と見ること

ができる。【数・考】

2つの角が等 しい三角形は二等辺三角形になることを

証明しよう。

視点2 考える場の工夫
定理 二等辺三角形になるための条件

2つの角が等しい三角形は,それらを底角とする二等辺三

角形である。

視点 1・ 3

指導計画の工夫

表現の場の工夫
付せん紙を図のように折 り

曲げ,重なったときにできる

△IEFが二等辺三角形にな

る。口をうめて証明を完成さ

せなさい。

肛明
四角形EDCFと 四角形 EG団●は合同なので,

∠DEF=l   l… ①
また,平行線の錯角が等しいので,

∠DEF=|   卜・②
∞ より

1  1=l  l

∴2つの角が等しいので,△IEFは二等辺三角形である。
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O①,②の仮定と結論を確認する。
O① :2つの角の大きさが同じでも,残 りの 1つの角の大きさ

が違うときがあるからX。

② :正三角形は,すべての角の大きさが 6σ で,2つの角の
大きさが同じだからO

・仮定と結論が入れかわっているときを『逆Jと いう。
。ことがらが正しくないときは,『反例』を 1つ示す。

・正三角形を,特別な二等辺

三角形とみることができ

・逆の意味を理解できる。

【知・理】

二等辺三角形は正三角形である。

正三角形は二等辺三角形である。

どちらが正しいか ?

題

①

②

問

視点 2 考える場の工夫

次のことがらの逆をいいなさい。また,それが正しくない場
合は,反例をあげなさい。

(1)△ABCと△DEFで,△ABC=△ DEFな らば AB=DE,
BC EF,CA=FDである。

(2)な3,「1な らば x+r4である。

(3)合同な 2つの三角形の面積は等しい。

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫

に CD=3mと 予想する。

O ACを引き,三角形2つに分け合同を証明しようとするが,

合同条件に当てはまらない。
02つ の三角形の ADと ABを合わせると二等辺三角形になる

ことから,∠ ACD∠ACBを見出し,三角形の内角の和が

・直角三角形の合同条件が成

り立つことを,二等辺三角

形の定理を用 いて考える

ことができる。【数・考】

・直角三角形の合同条件を使

つて,図形の性質の置明を

読み取つたり,表 したりす

ることができる。【技能】

CDの長さは ?

課題 CD=3c●になることを証明 しよう。

視点2 考える場の工夫

定理
1

2

直角三角形の合同条件
斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しい。
斜辺と他の 1辺がそれぞれ等しい。

視点 1・ 3

指導計面の工夫
表現の場の工夫

∠C=90° である△ABCで ,辺 AB上に,

AC=ADと なる点 Dをとり,Dを通る辺
ABの垂線と辺 BCと の交点をEとする。

このとき,EC=EDを 証明しなさい。

仮定 :

結論 :

証明
AEを引く。
△ADEと △ACEにおいて

=        …①
=        …②

①②より
△ADE=△ACE
合同な三角形の対応する辺の長さは
等しいので,EC=ED



ス yの値は ?

0重なりの部分が平行四辺形であることからな10o■ rl
と予想する。

ホ 平行四辺形に対角線を引き,2つの三角形を作るよう促す。

O仮定と結論を確認する。

定理 平行四辺形の性質
1 2組の対辺がそれぞれ等しい。
2 2組の対角がそれぞれ等しい。

ことに関心をもち,それを

調べようとする。

【関。意・態】

。平行四辺形の性質を調べ
.

綸理的に確かめることが

できる。【数・考】

。平行四辺形の性質を使っ

て,図形の性質の証明を表

すことができる。【技能】

視点 1 指導計画の工夫

平行四辺形の対辺と対角が等しくなることを証明しよ

つ。

視点 2 考える場の工夫

aABCDで ,対角線 BDを引くとき,

△ABD=△CDBを置明しなさい。

△CDBにおいて

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫

O AO=CO,BO=DO,AD=CB,AB=CD,

定理 平行四辺形の性質

3 2つの対角線はそれぞれの中点で交わる。

O仮定と結論を確認する。

。平行四辺形の性質を調べる

ことに関心をもち,それを

確かめようとする。

【口・意。態】

平行四辺形の性質を目べ
,

蘭理的に凛かめることが

できる。【数・考】

JABCDに対角線 Ac BD
を引くとき,等 しい部分を

上げなさい。 観点 1 指導計画の工夫

平行四辺形では,AO=CO,BO=DOな ることを証明し

よう。

視点2 考える場の工夫
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。平行四辺形の性質を使っ

て,図形の性質の証明を表

すことができる。【技能】

JABCDの対角線の交点 Oを通る

直線と辺An BCと の交点をP,Q
とする。このとき,OP=OQを証明
しなさい。

△OBQにおいて

合同な三角形の対応する辺は等しいから,

OP=OQ

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫

Oそ の1のときに平行四辺形になることを確認する。

* 平行四辺形に対角線を引き,2つの三角形に分けるよう促す。

O仮定と結治を確認する。

その 1

その4 そ の

。平行四辺形になるための条

件に関心をもち,それらの

条件を意欲的に見つけよ

うとする。【関 。意・態】

。平行四辺形になるための条

件を調べ,論理的に薇かめ

ることができる。【数・考】

平行四辺形 ABCDを完成さ

せなさい。

課題 その 2のときに,平行四辺形になることを証明しよう。

視点 2 考える場の工夫

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫

その 3や 5のときに,平行四辺形になることを証明しよう。

定理 平行四辺形になるための条件

回 2組の対辺がそれぞれ等しい。

□ 2組の対角がそれぞれ等しい。
1組の対辺が平行で長さが等 しい。
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平行四辺形になるための条件

□  2つの対角線がそれぞれの中点で交わる。

課題 その 4の ときに,平行四辺形になることを証明しよう。

・平行四辺形になるための条

件『2つの対角線がそれぞ

れの中点で交わるJが成り

立つことを,論理的に確か

めることができる。

【数・考】

。平行四辺形になるための条

件を理解できる。

【知 。理】

・平行四辺形になるための条

件を使って,図形の性質を

論理的に確かめることが

できる。【数・考】

視点 2・ 3

考える場の工夫
表現の場の工夫

右の図のように,線分ABと線分
CDがそれぞれの中点で交わる四
角形ADBCをつくるとき,

AC′ D8であることを置明したい。

(1) 「証明の見通し」の ( ① )に
当てはまる言葉を書きなさい。また,

2 に当てはまる事柄をア～オの中から選びなさい。

「証明の見通 しJ

①  AC′ DBを 証明す るため には,四 角形 ADBCが
( ① )であることを示せばよい。

② このことは,仮定のAM=BM,CM=DMを 使うと,

2 ことから示せる。

ア 対角線が垂直に交わる

イ 対角線の長さが等しい

ウ 対角線が平行である

工 対角線がそれぞれの中点で交わる

オ 対角線が垂直に交わり,その長さが等しい

視点 1・ 2

指導計画の工夫
考える場の工夫

(2)ACノDBを証明しなさい。

△BMD において

平行四辺形になるための条件

l´

‐‐‐‐‐‐~~― ―――――――‐‐‐‐―――――――‐―‐‐‐‐‐
、

1__…………………………………………Jが成り立つので,

四角形ADBCは平行四辺形であるといえる。

∴  AC//DB

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫
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9 ○ 正方形,台形,ひし形,長方形,平行四辺形の定義を理解す

る。

問題

次の中で,「平行四辺形である」

① 正方形  ② 台形
といえるものはどれか。

③ ひし形  ④ 長方形

* 平行四辺形になるための条件を振 り返 りながら考えるよう

に助言する。

・特別な四角形の関心をも

ち,それらの四角形と平行

四辺形の関係を調べよう

とする。【関・意・態】

10
問題
次の中で,対角線が垂直に交わるのはどれか。
① 平行四辺形  ② 台形  ③ 長方形
④ ひし形    ⑤ 正方形

Ｏ

可
口
Ｔ

ひ し形であることを確認する。

課題 ひし形の対角線は垂直に交わることを証明しよう。

他の四角形の 2つの対角線がもつ特徴は何かを考えさせる:

長方形 ABCDの対角線の

長さが等 しいことを証明
しなさい。

仮定 :

結綸 :

肛明
長方形は平行四辺形なので,2組の対辺がそれぞれ等しい
から,

=      …①
また,長方形の4つの角は等しいから,

=      …②
共通な辺だから,

=      ¨ ●
③

①②③より

△ABC=△DCB
合同な三角形の対応する辺は等しいから

AC=DB

視点 2 考える場の工夫

・ひし形,長方形,正方形の

対角線の性質の理解する

ことができる。【知・理】

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫

-60-



問題
右の図で,ADノ BCである。
△ABOと △DCOでは,どちら
の面積が大きいか。

O △ABO△ DCOを 確認す る。

底辺と高さが等しい2つの三角形の面積は等しい。

四角形ABCDと面積が等しい

三角形をかきなさい。

・多角形の等積変形で,どの

ように平行線を引けばよ

いかを考えることができ

る。     【数・考】

面積を変えずに,別の形で表すことを『等積変形Jと いう。

5 本時の実際

(1)本時の日椰

O平行四辺形の条件を使って,図形の性質を詢理的に薇かめることができる。

【数学的な見方や考え方】

O平行四辺形になるための条件を理解できる。 【数量,図形などについての知識・理解】

(2)本時の日■

主な学習活動 ( ・生徒の活動 O教師の発問 ) 【諄薔規準】と視点.支根○

課

題

把

握

８

分

平行四辺形 ABCDを完成させなさい。

視点 1

指導計画の工夫
H21年度の全国学

力学習状況口査にお
いて平行四辺形にな
るための条件を同う

問題が出題された。
本時の問題は,前時
と 2時 間続 きで扱
い。その定理が成り
立つことを証明によ
って見いださせた。
これにより,活用カ
を間う問題にも対応
できる力を身に付け
させたいと考えた。

O 昨日は,平行四辺形を完成させなさいという問題から, 5通 りの考

え方が出てきました。今日は,そ こで 1つだけ残された考え方の証明に

取り組んでみましょう。

課題 2つの対角線がそれぞれの中点で交わるときに,平行四辺形に

なることを証明しよう。

υ  tt a rlた 1

おきましょう。

フは こ の よ つ な も の Cし た 。 収 疋 こ 綺 口 た 17を 椰 路 し

文字 と記号で表 AO=CO
BO=DO

視点 2
考える場の工夫
前時の続きとなるた

め,本時の操■を薇認
した後.見通しを仮定
と結由のおさえのみと
し,す ぐに解決させた。
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自

カ

解

決

12

`)

交

流

10

分

0

では,証明を説明 して もらいます。

^ it.FFl-

:し,n同月hが 7●

:

ハABoと or_poJ12ヱLI
,Pl 7r, m a A, a$&hlf Llta-}.

評常潔 昴静毒姦 _

有騰 薫急RP曇 しりので
/1n″ ε,ぃ 1ヽ 3.

.   ぇ uグ

10 = AC

△AOD と △COB において

AO = CO (仮  定) ・̈①

BO = DO (仮  定) ・̈②

∠AOD =∠ COB(対 Irt角 )"・③

①②③より

2組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

△AOD ≡ △COB
合同な三角形の対応する角が等 しいので

∠ADO=∠ CBO(錯  角)

よって,AD′ CB
同様に,AB〃CD
④⑤より

2組の対辺がそれぞれ平行 (定義)だから

四角形ABCDは平行四辺形だといえる。

視点 2, 3
考える場の工夫
・表現の場の工夫

証明の仕 方につい

ては,根拠に基づき

筋道 立てた形で書か

せた。

卜0    ワο

1壼蛭
｀
型L、 ,rラ 、 ol

○等 しい ことが分か

って い る辺 を含 む

三 角形の組 を見 つ

けさせ,図がかかれ

た紙を渡 し,その合

同 を証明す るよ う

促 した。(T2)

1【数学的な見方・考え方】
1平 行四辺形の条件を使っ

|て 図形の性質を綸躍的に

1確かめることができる。

○実物投影機を使い
,

生徒の ノー トを映

しなが ら発表 させ

た。その後は,振 り

返 り問題で証明 を

す る際 に参考にな

るよう.写真に撮っ

てlal面 に映した。

Aハ |

●           ハ0

「合同な三角形の対応する角は

等しい」ということと,「 平行な
らば錯角が等しい」ということが
きちんと書かれているので,わか
りやすい証明になっているね。
また,「同様に」という言葉を使
って簡潔にまとめているね。

t'事手所羅子油げヴ画

aレ び晰 夕雪tl
平行だということだけでは

な く.最後に「四角形 ABCD
は平行四辺形だということ

がわかる」 と書いてまとめ

ているところがとてもいい

Jk)。

定理 平行四辺形になるための条件

□  2つの対角線がそれぞれの中点で交わる。
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振

り

返

り

２０

分

右の日のように,線分 ABと線分 CDがそれぞれの中点で交わる四
角形 ADBCをつくるとき,AC′ DBであることを証明したい。

① AC′ DBを証明するためには,四角形 ADBC力
'( ① )であ

ることを示せばよい。

② このことは,仮定のAM=BM CM=DMを使うと,

2 ことから示せる。
ア 対角線が垂直に交わる
イ 対角線の長さが等しい
ウ 対角線が平行である
工 対角線がそれぞれの中点で交わる
オ 対角線が垂直に交わり,その長さが等しい

視点 1

指導計画の工夫
振 り返 り問題で

は,実際に H21の同
題に取り組ませ,活
用問題を解決するカ
が備わっているかを
見取つた。

視点 1・ 3

指導計画の工夫
表現の場の工夫
H21年度の問題

を発展させ,証明さ
せる問題を設定した。
(1)が できた生徒から
岡目を配付した。

(2)AC′DBを証明しなさい。

において

平行四辺形になるための条件
l‐

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐
、

1_____…………………‐‐……………」
が成り立つので,

四角形ADBCは平行四辺形であるといえる。

∴  AC//DB

【数学的な見方・考え方】

平行四辺形になるための

条件を使つて,図形の性質

をn理的に薔かめること

ができる。
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成果 と課■

(1)指導計画の工夫

〔成果〕

・終末段階では,単元を通 してその日に学習した内容と,既習事項を活用 して解 く振 り返

り問題を位置付けてきたことによって,学習内容の定着を図ると共に,根拠となること

がらを取捨選択できる力を身に付けさせることができた。

・課題提示の仕方を「～になることを証明しよう」という形に統一し,証明に慣れ親 しま

せる機会を多く設定 したことで, 自力で饉明を完成させることができた生徒が多くなっ

ていった。

|〔 屎■〕

: ・生徒の実態から,振 り返 り問題 (2)に ついては,穴埋め形式とすべてを記述させる形式

| の 2パ ター ンを準備 してお く必要があつた。                    :

(2)考える場の工夫

〔成果〕
。単元を通 して,「仮定と結詢は何か」,

「根拠として盛り込んだ辺の長さや角

の大きさが等しいことの理由」を同

う場面を位置付けてきた。 このこと

で,根拠となることがらに結論を盛

り込んでしまう誤答を防ぐことや ,

筋道立てて説明できる力の育成につ

ながった。

〔課題〕

・下位生徒に,よ りはっきりとした見

通 しをもたせるために,仮定と結む

のお さえをもっと丁中に行 う必要

があった。

(3)豪用する場の工夫

〔成果〕

・振 り返 り問題において,穴埋め形式

か ら,徐 々に記述の量を増や して

いったことで,証明のかき方に慣れ

させることができた。

。実物投影機を用いたことは,発表す

る生徒が自分の考えを説明しやすい

環境作 りにつながった。また,板書

の時間を削ることができ,振 り返 り

問題の時間を確保することができた。

〔課題〕

・ どの くらいの生徒が最後 まで置明を書 くことが出来たのか正確 に把握する必要がある。

・ テ レビ画面が小さく,発表する生徒の ノー トが見づ らかった。スクリー ンを用 いるな ど

の学習環境の整備に配慮が必要であつた。
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11指導計画の工夫につしヽて  1
〔 2 考える場の工夫ついて       1

〔 3 表現する場の工夫について     1



‐

‐

研究の成果と課題について

今年度は,新 たな研究 テーマ 「活用 力を向上 させ る学習指導 の実践的研究」 の もと,過
去の全国学 力・ 学習状況調査の分析 を行 い,算 数・ 数学科 ,理 科,国 語科 にお いて活用 カ

を向上 させ るためには どうすれば よ いか研 究 を進 めた。 そ して,算 致・ 数学科で所 員によ

る提案授業 を 2本 行 つた。

視点 1「 指導計画の工夫Jで は,振 り返 り問題 の位 置付 けや単元終末 に至 るまでの指導

計画 を工夫 し,活 用問題 に至 るまで に どのよ うな 力を どのよ うに身に付け させて い くか と

い うことに重点 をお いた。視点 2「 考 える場 の工夫」 では,筋 道 立てた考 え方や根拠 を明

らか に した論理的な考え方がで きる授業づ くりを 目指 した。視点 3「 表現す る場 の工夫」

では,文 章で 自分 の考 えを表現す る ことに重点 をお いて取 り組んだ。

各視点 の成果 と課題 につ いては,以 下のよ うに明 らか にす る ことがで きた。

児童 。生徒に習得すべき基礎的・ 基本的な力を確実に身に付けさせ,そ れ らを活用

して問題を解決することができるようにするためには,単 元を通 して, どんな場面で ,

どのような方法で, どんな力を身に付けさせるのかを明確にする必要がある。今年度

の提案授業においては,数 量関係をとらえさせるために公式についての学習を単元の

終末にもっていった り,証明の機会を増や した りした。 このように,指 導計画を意図

的に変えていくことは,活 用力を向上させる一つの方法として有効であることが明 ら

かになった。

また,振 り返 り問題を充実させて 1単 位時間の中で必ず取 り組 ませていくことは ,

その時間で学んだ ことを定着させるのに有効であることも明 らかになった。

提案授 業は,活 用問題 の 自力解決 を 目指 し,見 通 しを全体 で確認せず に問題解決 を

させ た。解決 した児童・ 生徒 に とっては, 自分の力で解決 した とい う成就感 がある一

方 , 自力解決 の場 面でつ まず いて いる児童・ 生徒 に どこまで支援 をす るか とい うこと

が重要な課題 にな った。

基礎・ 基本 の習得 を大切 に しつつ,授 業者が活用問題 も解 くとい うことを念頭 にお

いて指導計画 を作成 して いくことが必 要であ る。
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筋道立てて考える力・論理的に考える力を身に付けさせることを目指 し,提 案授業

を行った。

算数科では,「 求めること」を問題文の中か ら始めに見つけ出す ことで, どのよう

な情報が必要なのかを理解 し,そ の後 「分かつていること」を整理することで,問 題

文の中か ら余分な情報を省き,情報を取捨選択するようにさせた。そうすることで ,

必要な既習事項を明確にすることができ,ス ムーズに自力解決へつなげることができ

た。 また,授 業展開として,解決までの流れを繰 り返 し行 うことで,筋 道立てた考え

方の流れを身に付けさせることができるということが分かつた。

数学科では,何を証明 したいのかという 「結論」 と初めか ら分かつている事柄 (仮

定)を 確認 し繰 り返 し証明をしていくことで,筋 道立てて演繹的に考える力を身に付

けさせることができると分かつた。 また,ど のような既習事項 を根拠 としたのかを問

う場面を授業の中に位置付けていくことは,根 拠をもとに説明する必要性を意識付け

るのに有効であった。

今回,筋道立てた考え方の流れを身に付けさせるために,一 つ

の思考の流れ を繰 り返 し行ってきた。それは,有 効な手段である

と考える一方,多 様な考えで解答ヘアプローチする児童・ 生徒の

姿が見 られな くなった ことも事実である。本来であれば,多 様な

方法で,筋 道立てた考え方をして,解決できるのが望 ましい。 し

か し,そ れだけの力を付けるためには,一 つの単元だけではな く,

他の単元や教科でも筋道立てた考え方を指導 して,身 に付けさせ

ていく必要がある。教師が 1年 間を通 して, どのように筋道立て

て考える力を育てるのか。明確な意図をもって授業を構築 していくこ とが 重 要 で あ る。
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文章による表現 を目指 し,式 ,図 ,表.グ ラフな どを用いて, 自分の考えを文章化

することに焦点をあて,授 業づくりを行つた。

算数科では,数 直線図か ら立式を行い。その流れを筋道立てて文章化することを繰

り返 し行つてきた。数学科では,証 明をさせるために,ス モールステ ップで少 しずつ

証明の書く量を増や しなが ら筋道立てた証明の仕方を指導 していった。繰 り返 し文章

で表現 していくことで,ど のように書いた らよいのかということが分か り,筋 道立て

た説明の仕方を理解させることができた。

また,実 物投影機を用いて児童・ 生徒の書いたノー トをそのまま提示 した。それに

より,丁 事に書かなければいけないという意識をもたせ,振 り返 り問題でのヒン トや

時間の確保に効果的であった。

文章による表現を繰 り返 し行っていくことで,説 明 していく力

が身に付いていくことは分かつたが,そ れには時間がかかる。他

の教科 も含めて書 く力を身に付けてさせていく必要がある。

また,表現する力の伸長は一つの単元だけで見取れるものでは

な い。そ の他 の単元な どで も行 い。その学習内容 に応 した表現 をす る ことがで きて い

るか を検証す る必要がある。

今回,小 。中学校 どち らとも実物投影機 を用 いたが,児 童・ 生徒が表現 した ものを

提示す る他 の教具 につ いて も探 つて い く必要がある。
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と
●
●
‘

●
●
す
０
３
つ
０
●
●
●
●
●
●
●
口
に
つ
い
て
　
‘
か
ら
●
●
●
●

こ
と
０
■
●
す
‘

ワ
ツ
カ
ー
ス
●
０
●
●
た
り
０
で
０
●
●
●
彙
●
力
か
ら
　
●
童
●
●

■
，

―

ム
●
●
●
●
■
●
サ
０

，
―

ム
●
●
●
０
■
●
力
●
も
と
に
　

，
セ
０
テ
ー

ム
●
ヨ
‘

●
●
に
ヽ

っ
ヽ
”
８
‘
●
●
た
に
つ
く
ら

●
た
に
つ
く

っ
た

，
■
疇
ｒ
　
●
■
に

，
う
こ
と
●
●
●
す
０

■
力
０
●
菫
〓
●
分
●
●
●
●
で
　
●
り
を
■
●
す
●

■
０
０
●
０
●
り
●
三
し
く
●
●
■

，

ネ
●
●
し
た
と
●
●
●
口
と
‘
菫

（
ネ
８

〉
●
グ
ラ
フ
か
ら
　
１
０

，

■
●
ネ
●
●
●
●
●

暉
口
と
ネ
●
０
■
●
‘

一
貪
●
●
で
ら
０
こ
と
メ

，
か
る
グ
ラ
フ
０
”

暉
●
●
●
●
●

不
‘
“
●
０
ヽ
に
な
０
●
■
●
拿
わ
‘

，
摯
●
●
●
サ
‘

ｒ
か
ら
●
口
●
●
り
●
●
●
●
で
色
●
し
た
と
●
●
●
ｍ
と
●
●
●
■

●
●
●
し
た
′

，
，

０
●

，
●
●
サ
●
●
●
●
え
●

７
，

フ
●
０
と
に
　
口
●
●
に
い
た
０
口
●
●
た
０

Ｅ
か
ら
０
■
●
で
０
■
●
と
　

，
日
か
ら
●
●
●
●
で
の
●
●
０
ど
ら

０
●
●
か

っ
た
か
０
菫
じ
　
モ
●
●
由
■
●
え
う

‘
●
●
０
■
さ
か
ら
●
■
●
●
菫
す
０
■
●
用
い
て
　
お
よ
■
●
●
■

●
●
●
●
ぶ

‘
■
●

０
■

●

●
●
ｒ

●

一
ｏ
と
●
　

●
■

０
■
●

■

●
〔

い
て
●

２

，
０

ヨ
●
●
●
●
と
ま
住
０
●
●

で
　
■
●
●
●
■
き
０
●
″
●
し
い
と

●
　
●
■
０
‘
大
き
く
０
●
力
●
●
び
　
そ
０
●
由
０
●
０

，
う

●
２
と
　
０
２
０
十
０
●
０
●
と

，
０
　
“
で
●
サ

一
●
●

０
●

●

入
お

い
え

た
●

と

０

〓
●
０
●
●
●
と
　
そ
０
●
●
十
０
●
●
●
と

一
●
●
●
●
●
入
れ
か

え
た
●
と
０
●
が
１
１
●
●
●
に
な
０
●
●
●
■
ｎ
す
る

〓
●
０
●
●
●
と
　
そ
０
●
●
十
０
セ
０
●
と

一
０
●
０
●
〓
入
れ
か

え
た
●
と
０
■
に
つ
い
て

，
●
し
た
０
●
●
●
●
サ
●

■
“
２
●
た
え

ニ
ヤ
●
●
●
●
●
拿
●
力
●
●
み
　
●
●
●
●
に
●
●

Ｆ
え
て
●
え
て
い
●
か
●
●
え
‘

■
●
●
●
●
■
き
メ
分
か

っ
て
い
る
と
●
　
■
●
拿
●
●
拿
●
０
た
０

に
口
く
０
●
●
●
■
‘
　
ネ
●
●
拿
●
●
力
●
■
●
●
サ
０

口
■
●
拿
●
●
●
　
■
●
●
■

に
●
●
が
え
て
●
●
●
拿
め
る
力
Ｌ
に

■
●
す
０
●
え
●
■
８

■
０
■
●
メ
０
し
い
こ
と
を
菫
口

，
●
●
に
　
モ
●
●
●
會
む
〓
●
●

●
●
口
０
「
●
し
て
Ｌ
輌
す
る

〓
つ
０
●

，
０
■
き
“
０
し
い
こ
と
を
　
三
角
●
０
●
●
●
●
用
し
て

●
●
す
０

Ｅ
輌
で
口
い
た
三
角
ら
●
●
●
●
●
●
と
Ｌ
て
　
●
●
し
ヽ
こ
と
嘔
”

に
０
し
く
分
か
０
こ
と
≡
ヨ
‘

０
つ
０
■
●
●
２

，
●
●
●
●
‘
●
み
合
わ
せ
０
●
●
●
拿
●
●

●
●
０
０
大
に

，

う
て
　
彙
ニ
メ

一
２
０
●
●
●
●
夕
す
●
こ
と
か

ら
　
８
０
と
彙
■
と
０
■
●
●
コ
‘

●
や
グ
ラ
フ
０
デ
ー
タ
を
も
と
に
　
●
士
山
０
●
●
■
●
彙
■
●
拿
０

●
力
●
〓
●
●
サ
●

菫とコ 0 0 0 0 0 0 0 0

口

"
0 0 0 0 0

●■口■ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

■択
`

0 0 0 0 0 0 0 0
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口濾
=

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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学

―
年
生

″●■
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０
，

２
年
生
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甲行と會ロ 0 0 0 0 0
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問
題
の
概
要

ｔ．“
和
り

．
．
』マ
ーロ

，
り
で
で●
●
●
●
と
し
て
　
Ｉ
し
い●
０

ワ”
“
リ
コ
‘
」．
で

．
●
●
●
だ
け
に
■
ら
れ
０
■
い
０
●
●
●
●

い“
和
リ
コ
び
』で
３
●
”
り
で
で●
る
●
●
と
し
て　
〓
し
い０
０

―
●
●
●
●
●
サ
０
３

，
０
●
●
●
ｒ
ａ
ｌ

ロ
ロ
に
入
０
●
●
●
●
●

2
2

２
０

０
と
●

０

“”
“
哺
””“
¨
い“̈
”
“
．入れ
た
と０
　
３●
■
００”

こ“
“
¨
”
”
わ
“
２
．＋
‐
　
２
●，３
に
つ
い
て
　
■
か
ら
●
●

目
●
■
●
●
ｌ
ｏ
ｏ
Ｏ
”
●
●
用
し
た
と
●
●
●
虫
●
〓
拿
●
●

〓
覺
‘
０
●
●
●
口
と
●
■
日
０
■
●
●
●

，
グ
ラ
フ
上
に
あ
る
●
０

γ
●
●
●
●
す
も
０
と
し
て
〓
し
い
ヽ
●
●
ヨ
事

口
，

質
と
自
●
●
●
●
●
●
月
に
つ
●
て
　
２

，
０
●
ｅ
ｎ
が
０
し
く

０
う
お
よ
■
●
●
口
■
●
●
●
力
■
●
●
●
サ
０

２
つ
０
●

，
ｒ

，
●

に
な
ら

こ
と
●

　
一^
一
ｎ

●

●
●

口
０

「
ｎ

し
て
Ｌ

「
，

３
“”
“嘲
知確̈
“
“̈
“
“
．．．
と
し
て　

．
．
し
た
こと
と●

２
つ
０
●
分
”
旱
●
に
な
０
こ
と
●
●
●
す
０
●
に
　

，
■
ロ
ロ
０
に

■
０
し
　

，
●
●
●
●
に
な
０
た
０
●
●
●
●
●
ぶ

¨
●
●
●
■
し
な
い

ヽ
と

，
め
て
ゲ
ー

ム
●
●
う
０
●
　
３
つ
０
●
か

ら
１

，
０
●
●
●
‘
と
●
　
そ
れ
が
い
た
り
０
●
で
あ
●
●
●
●
●
●

『
●
●
●
■

，
こ

」
と

，
０
て
ケ
ー

ム
●
●
う
０
●
　
３
つ
０
●
か
ら

１
つ
０
●
●
●
‘
と
●
　
■
卜
●
●
た
り
０
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

『
●
●
虫
■

，
う

」
と
彙
め
て
ケ
ー

ム
●
”
う
カ
メ
●
た
り
や
す
い
と

い
う
０
●
●
●
●
●
●
力
餞
と
し
て
０
も
■
●
●
も
０
●
ヨ
‘

●
椰
ら
●
●
●
拿
あ
●
髯
〓
■
い
て
　
●
Ｌ
Ｏ
に
３
０

，
口
ｎ

つ
た
と

冒
●
●
●
●
●
●
●
拿
●
う

●
●

●
●

●
●

●
ユ

ニ
■

一
■
力
●

■

で
●

し
　

こ
●

●
●

く

●
●
●
し
た
０
●
と
口
じ
■
●
●
●
■

，
　
日
●
●
●
●
●
口
●
●
分

に
で
●
０
●
●
●
●
●
ヨ
０
　
そ
０
●
●
●
●
●

，
●

，
●
“
●
リ
ユ
た
０
い
●
０

，
０
３
つ
０
●
●
０
●
０
あ
げ
　
そ
０
●

モ
攣
０
こ

■
●
す
る
０
つ
０
●
●
●
●
“
３
０
■
●
に
０
０
こ
と
●
■
輌
す
０

日
●
サ
０
４
つ
０
●
●
●
●
に
つ
い
て
曖
リ
ユ
つ
３
●
●
●
●
す
‘

・”
”
い
ら
　
２●
●
ア
ク
ャ
ツ
●プ
リ
ン
ト●
●
が
口
じ
に０
●
●

■
ク
ャ
ツ
●
●
●
０
プ
リ
ン
ト
●
●
“
●
も

，
い
０

，
グ
ラ
フ
か
ら
輌

口
，

●
力
饉
ｔ
●
●
サ
‘

■
●
●
●
●
　
２
つ
０
三
カ
●
●
”
‘

，
う
〓
口
０
口
０
●
メ
０
し
い

こ
と
●
●
し
て
い
う
●
分
●
●
く

２
つ
０
●

，

０
■

●
●

●

し

い

こ
と
●

　

〕二
分

●

０
●

口

●
”

曰

し

て

曖
●

す
０

バ
イ
プ

０
０
■

●
■

●

と

し

て
と

ら
え

　
バ

イ
プ

０
●
●

●

つ
な

い
で

マ
●
●

■

●

Ｏ
Ｇ
●
●

●

く

旱
●
■
■
０
に
０
●
こ
と
●
●
０

，
０
た
め
●
●
●
と
０
●
●
●
●
●

Ｌ
，

■
０
暉
●
●
引
●
出
す
と
０
　
そ
の
■
き
と
●
●
０
口
●
●
●
す

夕
，
，

０
●
●
●
●
０

，
６

■
■
か
ら
引
●
●
し
た
●
分
●
■
き
と
●
●
●
口
●
●
●
し
た
グ
ラ
フ

ｒ
ら
　
Ｏ
Ｌ
Ｏ
●
と
し
て
　
正
し
い
も
の
を
■
‘

●とヨ 0 0 0 0 0 0 0
口

"
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菫■日● 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヨ択■ 0 0 0 0 0 0 0 0
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子属 2● ■菫 子曖 24年鷹

3 4 4 ● ●

② l
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7“ 38,
"7

120 545 0'0 536 ||' 602 ,27 002

“

4 17』 |||

●4 31 || 11● 1: 01
'3

05 2,

―
月

０
キ

ャ

ッ
プ

０
●

●
●

●

比

く

て
　

，
曖

２

２
，

●

は
，

●

２
１

，
日

よ
り
●
●

●

え

た
が
●

●

‘

モ
ヤ

ッ
プ

０
人

っ
た
●
●

●

●
●
●

メ

分
か

っ
て

い
０

と
０

　

キ

ャ

っ

７
●
●
●

●
拿

●
０

た

め

に
ロ

ス
●
も

０
●
●

び

　

モ
●
●

拿

●
も

，

日
●

●

口
●
●

〓
ヤ

ツ
プ

０
●
●

と

キ

ャ

ッ
プ

の
入

っ
た
口
●

●

０
●

●

●
０
●

●

に

つ
い
て
　

工

し

い
●
■

●
●

ぶ

”“
”
“
¨
”
¨
”
“
哺
い
いい
一
“
々
”
“
¨
¨
餃
¨
“
”
い
“
¨

●
●
●
●

ご
せ
０

み
　
３

●
＋
３
〓
３

＾
０
＋
１

）
に

，
●
す
０
■
●
●
●
●

■
●
す
‘
０
つ
０
●
●
●
●
●
●
中
彙
０
０
●
●
●
●
■
に
な
る
こ
と

モ
●
●
サ
０

，
レ
ス
●
力
●
●
●
み
　
●
Ａ
い
ら
●
０

，
で
０
■
●
●
●
に
●
●
●

え
て
●
れ
ば
よ
い
か
●
●
え
０

２
つ
０
三
●
●
●
●
口
に
な
る
こ
と
を
●
●
す
‘
た
め
の
●
●
と
な
ら

●
●
●
●
●
サ
●

フ
レ
ス
●
力
●
●
●
●
サ
０
た
い
の
●
え
と
し
て
　
二
し
い
●
■
●
●

● Ｅ
●

●
●

み
　

■
●

０

¨
０
た

」
に
●

た
●
●

●

●
●

ぶ

２
つ
０
●

分

０
■

き
“

０

し

い
こ
と

，

　

二
●

●

三
角

●
〓

「
∩

し

て

Ｅ
●

す
‘

Ｅ
●
し
た
２
０
０
●
分
●
■
き
メ
モ
れ
ぞ
●
０
し
い
こ
と
●
●
●
と
し

て
　
●
●
し
た
こ
と
Ｌ
い
に
０
し
く

，
か
０
こ
と
●
●
ぶ

Ｚ
人
０
●
■
０
●
●
〓
そ
れ

，
れ
拿
●
‘

Ｅ
ス
ト
グ
ラ
ム
０
●
●
●
●
に
　
時
ュ

１
０
１
い
０
●
■
に
的
ｔ
じ

区
っ
て
●
●

，
０
こ
と
が
●
●
●
０
い
●
●
●
●
哺
す
る

２
人
●
●
●
●
●
●
だ
け
０
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
●
比
べ
て
●
み
と
ヽ
０
こ

こ
●
コ
‘

１

３

３

●

●

●

■

１

一
と

し

た

と

，

０

　

●

０

わ

り

７

う

０

●

●

●

コ

‘ ８
，

０
人
工
●
■
０
０
■
●
■
●
●
●
●
●
め
る
”

，
か
ら

，
か
０

こ

と
０
■
‘
　
■
●
●
●
●
●
●
サ
う

３
●
す
０
３
つ
０
●
●
●
●
●
メ
３
０
０
●
に
な
る
こ
と
●
●
●

，
６

■
●
す
る
０
つ
０
●
●
●
●
に
つ
い
て
‘
リ
ユ
つ
０
●
●
●
●
す
０

●
□
●

●

と
●

ネ
■
●

●
●

ん
だ
□

●
●

拿

●
０

屁
●
―
●

，
よ
り
‘
く

へ
彙
‘
そ
う
０
●
●
〓
薔
び
　
〓
●
■
●
●
●

●
サ
０

●
”
●

●
●

●
●
”

●

●
●

で
”

り
‘

し
た

と

●

　
”
●

す
０
▲

●

●

え
る

２
つ
０
●
●
ｒ
●
■
に
安
わ
ら
こ
と
〓
　
一二
カ
●
の
０
口
●
”
用
し
て

■
●
す
る

●
●
●
●
●
で
０
■
●
０
●
●
で
　
■
■
し
て
”
ｎ
き
れ
て
い
０
■
●

●
●
●
●
■
‘

ｃ
Ｏ
メ

ー

事
●
‘

2
一
　

Ｄ

Ｂ
‘

３
　

３

日
の
と
●

０
　

ホ

●
３
さ

Ａ
０
０

■
●
●
●
●
●
え
て
よ
い
●
●
と
０
■
　
■

，
０
０
●
■
●
コ
ぶ

＾
Ｅ
Ｏ
■
●
●
拿
め
ら
れ
る
よ
う
に

，
０
た
０
●
力
蟄
●
●
０

，
‘

２
●
〓
ｎ
●
●
１
つ
０
”
●
０
ス
●
●
●
拿
●
‘

２
●

ｎ

●

ｏ
■

●

●
●

と

二
，

力

●

●

一
つ
０
”
ｎ

Ｏ
大

●
●

●
口

‘

●

　

『
　

は
　

０
■

●

で
あ

る

」
と

い
う

０

で
●

■

す
‘

Ｉ
●
力
●
０
■
‘
０
●
と
こ
‘
●
●
０
１
つ
の
外
ら
０
大
●
●
●
●
●

ｒ
″
●
よ
う
０
■
中
で
●
う
か
を
■
じ
　
モ
●
●
●
■
●
●
サ
●

間
題
の
概
要
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0 0 0 0 0 0 髯と||●

2 凛菫力■■

0 1●口●

0 0 0 0 0 0 0 0 早行と合日

0 0 0 | 三角うと口角●

| ●●

１
ヽ
∞
―

中学捜臓学 B目■分析



小学校 早咸:1年魔 口■Bロロ 平● |●底 口●B日●

2(2) 2(2)

問
題
の
概
要

露
し
合

い
の
内
害
を
壺
理
し
た
「
会
者
の
発
■
を
書
く

「
会
者

の
進
行
の
良

い
と

こ
ろ
を
書
く

グ
ラ
フ
を
餞
み
取
り

，
文
章
の
空
欄
に
適
切
な
敗
字
を
あ

て

は
め
る

く吉
任
の
再
生
利
用
が
菫
要
な
課
■
と
な

っ
て
き
た
理
由
を
書

吉
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
を
新
聞
に
書
く

ゴ
ミ
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
考
え
て
八
十
宇
以
上
百

二
十
字

以
内

で
書
く

同
じ
本
を
饉
ん
で
書

い
た

二
人
の
感
想
文
か
ら

，
共
通
す
る

書
書
方

の
良

い
と
こ
ろ
を
書
く

広
告
の
情
颯
を
饉
み
取
っ
て
，
正
し
い
内
書
を
選
択
す
る

害
に
対
す
る
●
鵬

の
表
現
を
適
切
に
改
め
て
書
く

イ
ン
タ
ピ

ュ
ー

の
仕
方
や
内
害
に
つ
い
て
絆
●
し
た
理
由
を

薔
く

物
幅

の
口
頭
部
分
を
隣
ん
で
　
残
口

に
つ
い
て
の
特
徴
を
書

く 物
語
の
口
■
部
分
を
餞
ん
で
，
お
母
さ
ん
麒
に
つ
い
て
の
特

徴
を
書
く

お
母
さ
ん
擦

の
目
に
入

っ
た
書
の
訪
れ
に

つ
い
て
の
描
写
タ

書
く

「
わ
る
い
こ
と

」
と
い
う
場
面
の
様
子
を
と
ら
え
．
お
母
き

ん
魚
の
心
情
を
書
＜

「
国
書
館
だ
よ
り

」
か
ら
．
６
年
生
が
餞
書
相
談
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
曜
日
と
時
間
帯
を
書
く

「
国
書
館
だ
よ
り

」
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に

し
，
テ
ー

マ
や
条
件
に
即
し
て
自
分
の
考
え
を
書
く

「
目
書
館
だ
よ
り

」
の
内
書
を
案
内
状
に
書
書
換
え
る

（
案

内
状
の
日
名

）

「
国
書
館
だ
よ
り

」
の
内
害
を
案
内
状
に
書
き
換
え
る

（
行

事
の
内
害

）

つ
の
意
見
文
を
比
べ
て
籠
み

切
な
内
害
を
選
択
す
る

文
章
の
組
み
立
て
と
し
て

遍

■すこと口くこと 0 0 0 0

●くこと 0 0 0 0 0 0 0 0 O 0 0 0

腱0こと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3●事項 0

8択■ 0 0 0

E●■ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E■■ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

正薔率 003 741 500 050 503 ||′

“
'

711 350

―
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小学校 亭咸21年凛 口■Om■ 早n22年■ 口●B口●

`(1
17 1イ

`

問
題
の
概
要

く甲E
告
文
を
餞
み

．
メ
モ
の
中
に
ロ
ベ
た
内
容
の

一
つ
目
を
書

報
告
文
の
ま
と
め
を
し
て
　
口
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
書
く

話
し
合

い
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
を

二
つ
の
立
場
に
分
け
る

「
掃
除
や
整
と
ん
に
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る

」
と
す
る
立
場

か
ら
自
分
の
考
え
を
見
表
す
る

凛
明
文
の
口
田
部
分
を
餞
ん
で

切
な
内
害
を
選
択
す
る

書

き

方

の

工
夫

と

し

て
適

著
者

の
考
え
を
自
分
の
言
葉

で
書
き
換
え
た
り
晏
的
し
た
り

し
て
書
く

作
戦
カ
ー

ド
を
も
と
に
　
ポ
ー

ル
を
重
す
順
番
を
整
理
す
る

作
職
カ
ー

ド
を
も
と
に

．
チ
ー

ム
の
政
め
方
を
説
明
す
る

宇
校
新
聞
に
対
す
る

二
つ
の
な
見
の
共
通
点
を
書
く

宇
餃
新
日
に
対
す
る
二
つ
の
意
見
の
相
遺
点
を
書
く

詢
口
を
饉
ん
で

，
指
示
さ
れ
た
部
分
に

つ
い
て
の
あ
ら
す
じ

を
書
く

物
目
を
饉
ん
で
，
発
表
し
た
内
害
の
中
に
入
る
適
切
な
言
菫

を
通
択
す
る

侑
目
を
餞
ん
で
思

っ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
と

．
そ
の
理
由

を
書
く

覺
豪

の
中

で
写
■
を
示
す
場
面
と
し
て
適
切
な
箇
所
を
選
択

す
る

■
し
手
が
日
書
手
に
聞

い
か
け
る
よ
さ
に
つ
い
て
の
説
明
を

書
く

聞
書
手
が
■
同
し
た
内
容
に
合
う
質
問
の
観
点
を
選
択
す

る 三
つ
の
時
計

の
中
か
ら

，

れ
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く

条
件
に
あ

っ
た
も
の
を
遍
び

そ

目すこと口くこと 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0くこと 0 0 0 0

臓0こと 0 0 0 0 0 0 0

8●●■ 0 0 0

●択■ 0 0 0 0 0 0

嗜書■ 0 0 O 0

巳違■ 0 0 0 O 0 0 0 O 0 0

工●● ,1, S12 521 5'0 021 871 |||

“

』

“

5 16■ 530

―
ヽ
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旱●2●年
=口

●0日■ 旱

“

4年■ 口■0日■ Jヽ事鴫彙
(2)レ 1(2)の   2(1)  2(2)  ●(1)7 ●(1)イ 0(2)ウエ 1(2) ●(1)イ

日
饉
係
と
し
て
発
■
を
目
書

，
理
由
と
意
見
を
螢
理
し

て
簡

澤
に
書
く

「
会
と
し
て
発
■
を
固
會
．
意
見
を
共
通
点
と
相
遭
点
に
整

理
し
て
書
く

同
会
の
発
８
の
な
目
を
臓
明
し
た
も
の
と
し
て
遭
切
な
も
の

を
選
択
す
る

撮
案
に
対
す
る
相
手
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
，
自
分
の
考
え

に
つ
い
て
の
理
由
を
書
く

■
案
に
対
す
る
相
手
の
意
見
を
取
り
下
げ
て
，
自
分
の
考
え

と
■
由
書
●
く

二
つ
の
伝
紀
を
比
べ
て
餞
み

，■
場
人
物
の
心
情
を
豪
し
て

い
る
●
菫
や
文
書
儘
書
出
し
て
書
く

にわ
抑
晰
“
賛
峨
が
漿■

，
橿
麟
詢
贅
熟
抑”
難
軒
薇
桓
掏

れ
薇
書
出
し
て
書
い
た
り
す
る

目
的
や
な
日
に
応
じ
，
依
輌
す
る
具
体
的
な
肉
書
と
し
て
適

切
な
も
の
を
ヨ
択
す
る

目
的
や
な
日
に
応
じ
，
■
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
．
返
〓

の
仕
方
と
内
書
を
日
述
す
る

手
颯
の
後
付
け
に
必
要
な
，
日
付
．
■
名
，
宛
て
名
の
そ
れ

ぞ
れ
の
位
置
を
遭
切
に
選
択
す
る

●
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
間
の
内
害
を
遭
切
に
提
え
。
ま
と

ま
り
ご
と
に
壺
理
す
る

臓赫」“
畦岨＝
賛籠“
ロ
レ載難
薇”神
将一
日“訳
“

る

拓九
“
“
¨
鴫
鋤̈
鶴
籠
“
れ
ｒ
隋
＝
励
畔嬌
”
い織
＝
鋤

す
る

韓
誌
の
特
徴
の
説
明
と
し
て
菫
切
な
も
の
を
取
り
出
し
て
〓

く “
事
の
特
徴
の
臓
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
取
り
出
し
て
〓

く 編
魚
者
の
な
目
を
腱
明
し
た
も
の
と
し
て
■
切
な
も
の
を
ヨ

択
す
る

目
的
に
応
じ
，
複
数
の
日
事
を
綸
び
付
け
な
が
ら
餞
も
う
と

す
る
と
書
．
腋
当
す
る
日
事
の
見
出
し
と
し
て
菫
切
な
も
の

を
遍
択
す
る

二
つ
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
内
害
を
綸
び
つ
け
な
が
ら
腱

み
．
理
由
と
な
る
事
実
を
■
に
し
て
自
分
の
考
え
を

，
述
す

る

問
題
の
概
要

0 0 0 0 0 0 0 rtこと口くこと 20

0 0 0 0 0 0 0 ●くこと

0 0 0 0 0 0 0 0 0 膊 こと

0 0 0 0 8●3■ 0

0 0 0 0 0 0 0 0 ■択
=

0 0 0 0 O 0 E書
=

0 0 0 0 0 0 0 日餞
=

―
ヽ
０
１
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中学校 旱咸10年度 ■■Bロロ 平成
"年

壼 ■目B田ロ

問
題
の
概
要

一
相
を
具
体
化
す
る
た
め
に
資
料
を
用
い
る
●
所
を
選
択

遷
郎
”
朴
を
開
発
し
た
人
の
考
え
に
合
う
内
害
を
表
か
ら

分
研
”
朴
祉
摯
倅
す
る
未
来
社
会
に
つ
い
て
想
像
し

，
自

「
蜘
蛛
の
糸

」
を
臓
み

．

ヨ
切
な
説
明
を
ヨ
択
す
る

そ
の
内
害
や
表
現
に
つ
い
て
の

夭¬
を蜘
選蛛
択の
す糸
るL

の

部
分
を
朗
隣
す
る
場
合
の
適
切
な
エ

宇「順
上」酌
一
輌
拗
崎
嶋
一錮
Ｑ
て
，自
分
の考
え
を
八
十

駆晴
勧川
掛
靴
わ
“
“
会
皓
文
と
カー
ド
の
内害
か
ら

呻碑性
椰
酢コ
軋餞
鉱告
力！
ド
に共通
し
て，
かれ
て

陣絆
雌
¨
は
嗜
動酬
掛
曖
肝精
“
が
作
成
し
た広
告
カー

賑鍋
紳
わ
”
曇
（フ
ロリゲ
ン
）に
つ
い
て
の適
切
な
説

“
躙
”
¨
文
章
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
の
適
切
な
説
明
を

瑚詢
は
暉
訛
“
つヵ、一
“
“
郷
綺
礼
ぃ情
報
を
選び
出
し

Ｈ
＝
払
蒟
の
日
係
を
適
切
に
表
し
て
い
る
組
み
合
わ
せ
を

罐叫
払動節
姉
鋤
か
ら餞
み取れ
る
０情
と
し
て適
切な

量
場
人
物
の
行
動
を
饉
み
取
り

．
付
箋
に
整
理
し
て
書
く

狂＝
臥
勁
師
獣
嗣
雌
ｔ
類
十し、鴇
吸
墳
醜
ユ
れ
“
肛
醍
”
抑

く レ
ポ
ー

ト
の
内
害
に
つ
い
て
の
適
切
な
説
明
を
選
択
す
る

グ
ラ
フ
か
ら
餞
み
取
れ
る
こ
と
の
説
明
と
し
て

，
適
切
な

も
の
を
通
択
す
る

「
全
然

」
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を

，
根
拠

を
明
確
に
し
て
七
十
宇
以
上
百
宇
以
内
で
書
く

Eすこと・田くこと 0

●くこと 0 0 0 0 0 0 0

腱むこと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O O 0 0 0 0 0 0 0

E目事項 O 0

日択式 0 0 0 O O O O 0 0 0 0

L書式 0 0

E違式 0 0 0 O 0 O 0

正薔亭 ,●| 912 712 5,0 004

“

|
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中学校 早■21年ま 口

"B口
■ 平成22年凛 口●0日■

3(1)A 3(1)B 3(3)

問
題
の
概
要

子
ど
も
日
書
館
案
内
目
を
見
て
，

め
に
行
く
べ
き
場
所
を
週
択
し

を
書
く

特
定
の
本
を
借
り
る
た

そ
の
場
所
に
行
く
理
由

子
ど
も
日
●
曽
案
内
目
に
み
ら
れ
る
工
夫
と
し
て
あ
て
は

ま
ら
な
い
も
の
を
選
択
す
る

子
ど
も
□
書
館
案
内
日
の
工
夫
を
生
か
し
て
，
学
校
目
書

■
の
案
内
国
の
郷
土
資
料

コ
ー
ナ
ー
の
見
出
し
を
書
く

子
ど
も
日
●
曽
案
内
日
の
工
夫
を
生
か
し
て
，
学
校
□
書

日
の
案
内
日
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
役
割
の
説
明
文
を
書

く 本
文
の
第

一
段
階
の
役
■
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て

■
切
な
も
の
を
ヨ
択
す
る

本
文
の
内
害
を
■
切
に
と
ら
え

，

電
を
饉
彙
書
き
で
三
つ
以
上
書
く

発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

の
特

■
料
の
国
が

．
文
章
の
ど
の
部
分
を
補
足
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
．
文
章
中
か
ら
薇
き
出
す

猥
に
当
て
は
す
る

一
行
を
”

の
中
か
ら
抜
書
出
す

ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
複
数
の
■
の
内

響
に
つ
い
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

壽
と
組
み
合
わ
せ
る
写
真
を

一
枚
遭
び

．
そ
の
写
■
と
組

み
合
わ
せ
る
理
由
を
詩
と
写
■
を
目
連
付
け
て
書
く

ト
ツ
プ
屁
事
で
紹
介
し
て
い
る
施
設
が
日
設
さ
れ
た
年
月

を
書
く

し ト

ツ
プ
ロ
事
と

コ
ラ
ム
と
を
比
較
し

，
書
き
方
の
特
徴
と

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

新
聞
を
餞
ん
で
，
興
味
を
持

っ
た
紀
事
に
つ
い
て
感
想
を

薔
く

覆
示
し
て
い
る
資
料
に
豪
れ
て
い
る
工
夫
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
択
す
る

覆
示
す
る
資
料
に
，
説
明
し
た
い
内
書
を
簡
潔
に
書
く

資
料
の
修
正
の
方
法
を
選
択
し
，

万
と
そ
の
理
由
を
書
く

修
正
の
具
体
的
な
や
り

Ⅲ
後
の
日
係
か
ら
籠
旬

の
意
味
を
と
ら
え

．
適
切
な
も

の

を
選
択
す
る

不
文
中
の
表
現
が
た
と
え
て
い
る
内
害
を
と
ら
え
て
書
く

二
つ
の
表
現
に
共
通
し
た
面
白
さ
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
書
く

■すこと・日くこと 0

Eくこと 0 0 O O 0 0 O 0 0

臓むこと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O 0 0 0 0 0 0 0

EE事項

■択式 0 0 0 O 0 0 0

口書式 0 0 0 0 0 0

巳逮式 0 0 0 0 0 0 0 0

正薔率 542 720

“

4 120 ||| 002 001 7,0 |● 3 800 000 504

口解書率 1● 11 40 ,1

―
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旱虚 0年度 口

"Bロ
ロ 早咸24年■ 口■B口■ 中学校

1(2) イ1)

『
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
薔

切
な
も
の
を
選
択
す
る

二
つ
の
ト
イ
レ
を
示
す
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例
を
比
べ
考
え

を
簡
潔
に
書
く

二
つ
の

「
ビ
ク
ト
グ

ラ
ム

」
を
比
べ

．
ど
ち
ら
を
採
用
す

る
か
を
理
由
と
と
も

に
三
文

で
書
く

殿
薔
相
互
の
日
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切

な
も
の
を
選
択
す
る

比
喩
を
用
い
た
表
現
の
内
書
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択

す
る

本
文
書
餞
ん
で
分
か
っ
た
こ
と
を

一
つ
取
り
上
げ

．
０
＆

Ａ
の
形
式
で
紹
介
す
る

騒
薇
颯
の
文
章
か
ら
分
か
る
こ
と
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る

豪
豪
紙
や
帯
や
豪
紙
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
手
が
か
リ

に
，
本
を
特
定
す
る

■
み
た
い
本
書

一
冊
遍
択
し
　
そ
の
本
を
ヨ
択
し
た
理
由

を
書
く

対
腋
で
の
発
■
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て

遍
切
な
も
の
を
週
択
す
る

翻
”
¨
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・小学校学習指導要領

・中学校学習指導要領

・国語の活用力を育てる授業

・算数の活用力を育てる授業

・わかる小学校理科授業 入門講座

。問題解決の授業をどうつくるか

。必ず PISA型 読解力が育つ七つの授業改革

・論理的思考力を青てる 算数×国語の授業

・小学校国語 B問題を授業する

。言語活動の充実に関する指導事例集

・数学的な考え方の具体化と指導

・算数のキーワー ドと高次の学力を育てる指導

・全国学力・学習状況調査の4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ (小学校編 )

・全国学力・学習状況調査の4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ(中学校

“

)

・ パフォーマ ンス評価

思考力・判断力・表現力を育む授業づくり

文部科学省

文部科学省

西村 佐二 著   光文書院

坪田 耕三 著   光文書院

村山 哲哉 著    文漢堂

日置 光久 編   明治図書

有元 秀文 著   明治図書

田中 博史 編著  明治図書

大熊  徹 編著  明治図書

文部科学省

片桐 重男 著   明治図書

片桐 重男 著   明治図書

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

日立教育政策研究所 教育課程研究センター

田中 耕治 著  ぎようせい
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研究協力機

苫前町立古丹別小学校

増毛町立増毛中学校

(共同研究担当 :安

(共同研究担当 :大

研究協力員

■繭管内教育研究所

須 田   創   (留萌市立沖見小学校)

佐 藤 秀 斗  (天塩町立天塩小学校 )

伊 東 裕紀子  (留萌市立北光中学校 )

高 本 加奈子 (初山別村立初山別中学校 )

所   長

主任研究員

研 究 員

中 村 延 広

中 村 弘 樹

豊 崎 東 洋

菅 原 克 明

會 田 匡 啓

本 山 裕 ―

佐 藤 隆 司

塚 田   崇

谷 越 たえこ

技 田 由 香事 務 員
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今年度は,新 たな研究を始めるにあた り,全 国学力・学習状況目査 B問 題の分析を行い

,

活用問題を解 くためにはどのような力が必要なのかを明 らかにしました。そ して,新 たな

研究主題を 「活用力を向上させる学習指導の実践的研究」 とし,「指導計画の工夫」 「考

える場の工夫」 「表現する場の工夫」 という 3つ の視点を設け,理論研修や。研究員によ

る提案授業を行い,研究内容を深めてまいりました。

今回,そ の成果 と課題を『研究紀要』第 18号 としてまとめることができました。 これ

もひとえに,共 同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方の

ご理解 とご協力によるものと心より感謝申し上げ ます。

また,紀 要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し

まして も,重 ねてお礼申しあげます。本書を多 くの先生方に読んでいただき,校内研究や

個人研修 , 日常の授業実践においてご活用いただければ幸いです。

来年度は, 1年次研究の成果 と課題を踏まえた上で, 2年 次の研究に取 り組み,多 くの

成果が得 られるように努力してまいります。今後 とも当研究所に対 しまして,変 わ らぬご

指導 とご協力のほど宜 しくお願いいた します。

平成 25年 3月

研究紀要 第 18号

■かな撃力をはぐくむ撃口相口の奥目的研究

平成 25年 3月

留 萌管 内教 育研 究所

〒077-0033 留 萌 市 見晴 町 2丁 目 27番 地

Tel・ Fax (0164)42-2635(直 )

E― mail  rukenOeducet.plala.or.jp

U R L http://acadelnic3.plala.or jp/ruken/

所長 中村 延広

白口印刷株式会社

〒0770044 留萌市錦町2丁 目3-20

Tel (0164)42-1111

発行 日

発 行 所

発行者

印月1所
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